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3
月
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（
9
H

ま
で
）
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連
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婦
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役
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鐸
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福
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中
学
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卒
業
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町
総
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計
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温
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委
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会

水
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農
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確
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対
策
推
進
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H
　
町
社
会
福
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協
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会
理
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会

2
ー
　
老
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ク
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会
．
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会
議

艶
H
　
松
之
山
賃
金
協
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会

24
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農
業
共
済
嘱
託
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会
議
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小
学
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業
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日
　
第
6
回
　
ス
キ
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カ
ー
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バ
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日

29
H
　
農
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員
会
総
会

　
　
保
育
所
卒
園
式
（
松
之
山
・

　
　
布
川
）
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H
　
保
育
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園
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・

　
　
浦
田
）

▼
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定
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辞
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小
学
校
入
学
式

松
之
山
啓
倫
セ
ミ
ナ
ー
パ

ウ
ス
開
所
式
（
旧
三
省
小
）

中
幽
．
r
校
入
学
式

道
路
愛
護
会
・
土
地
改
良

老
人
ク
ラ
ブ
会
長
会
議

町
観
光
協
会
役
員
会

社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会

第
三
回
　
松
之
山
温
泉
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

選
乎
権
大
会

編
集
後
記

　すっ

か
り
暖
か
く
な
っ
て
来
ま

し
た
。
高
田
の
桜
は
例
年
よ
り
二

週
間
も
早
く
咲
き
始
め
た
そ
う
で

す
。
で
も
、
こ
の
後
の
天
候
が
心

配
で
す
ね
．

　
四
月
に
人
り
、
松
之
山
町
に
と

っ
て
残
念
な
記
録
が
一
つ
生
ま
れ

ま
し
た
。
町
の
総
人
口
が
、
つ
い

に
四
乎
人
を
割
っ
て
三
月
未
で
三
、

九
六
〇
人
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
四
月
は
色
々
な
事
を
考
え
さ

せ
ら
れ
る
月
で
す
ね
。

四
月
一
日
の
人
口

総
人
口
／
三
、
九
六
〇
（
▲
四
七
）

　
　
男
／
一
、
九
三
九
（
▲
二
二
）

　
　
女
／
二
、
〇
二
一
（
▲
二
五
）

一
構
数
／
一
、
一
九
二
▲
六
）

π
　
）
内
は
三
月
一
日
と
の
比
較

▲
は
減

広
報
ま
つ
の
や
ま
四
月
号

　
平
成
元
年
四
月
一
〇
日
発
行

　
発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
　
費
六
±
三
三
．

　
編
集
／
議
会
事
務
局
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4
月
4
日

旧
三
省
小
学
校
校
舎
が

「
啓
倫
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
」
と

し
て
よ
み
が
え
る
事
に

な
り
ま
し
た
。

東
京
小
平
市
に
あ
る

田
中
学
園
の
学
生
が
　
　
．

一
年
を
通
し
て
こ
こ
に

や
っ
て
来
ま
す
。
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旧
三
省
小
学
校
が

「
啓
倫
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
て
復
活

　　　　　　臨轟！欝

　　　　　　　欝懸眺選盛

「この学校を借りる事が出来て本当に良かった、，これから皆さ

んの期待を裏切る事のないよう努力します叫

　　　　　　　　　　　　　開所の喜びを話す田中啓介校長

　
昨
年
四
月
、
松
之
山
小
学
校
へ

の
統
合
に
よ
り
灯
の
消
え
て
い
た

旧
三
省
小
学
校
の
校
舎
が
．
啓
倫

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
」
と
し
て
再
利

川
さ
れ
る
事
と
な
り
、
四
月
四
日

午
後
、
関
係
者
百
．
詰
卜
名
ほ
ど
が

出
席
し
て
盛
大
に
開
所
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
田
．
．
、
百
も
学
校
を
利
川
す
る
事

に
な
っ
た
、
の
は
、
束
京
小
．
平
市
で

専
門
学
校
を
四
つ
ほ
ど
経
営
し
て

い
る
…
中
学
園
（
川
中
啓
介
理
事

長
）
で
、
生
徒
の
課
外
教
育
の
一

還
と
し
て
利
用
す
る
そ
う
で
す
。

　
田
中
学
園
は
、
国
際
ビ
ジ
ネ
ス

哩
門
幽
．
r
校
・
西
東
京
調
理
師
専
門

学
校
・
国
際
製
菓
専
門
学
校
な
ど

を
経
営
、
生
徒
・
学
生
の
数
は
約

九
〇
〇
名
ほ
ど
お
り
、
こ
れ
ら
の

学
生
が
κ
O
名
く
ら
い
ず
つ
松
之

山
（
．
、
一
省
）
を
訪
れ
、
　
一
週
問
ほ

ど
滞
在
し
な
が
ら
学
習
す
る
と
い

う
事
で
す
。

　
旧
．
．
．
省
校
校
舎
の
．
再
利
川
に
つ

い
て
は
統
八
・
前
か
ら
色
々
な
検
討

が
さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
組
み

な
が
ら
廃
校
利
川
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
努
め
て
来
ま
し
た
。
そ
の
結

梁
、
．
．
↓
卜
近
い
…
問
い
合
わ
せ
と
申

し
込
み
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
中
か

ら
町
や
地
．
兀
の
意
向
を
取
り
人
れ

て
く
れ
、
し
か
も
活
性
化
に
つ
な

が
る
と
旧
心
わ
れ
る
田
中
学
園
に
使

川
じ
て
い
た
だ
く
事
に
な
っ
た
訳

で
す
。
取
り
敢
え
ず
は
ト
年
契
約

で
貸
与
さ
れ
る
事
と
な
り
、
．
∴
年

ご
と
に
契
約
内
容
に
つ
い
て
検
討

が
行
わ
れ
る
事
と
な
っ
て
い
よ
す
。

　
同
学
園
で
は
κ
月
か
ら
の
利
用

に
向
け
、
去
年
卜
．
．
月
よ
り
約
、
一

関係者の手によって「校名」の除

幕式が行われました。

千
万
円
を
か
け
て
風
呂
場
の
新
設
、

ト
イ
レ
の
改
造
、
教
室
を
宿
泊
で

き
る
よ
う
に
改
築
す
る
な
ど
全
面

的
に
♪
を
入
れ
、
整
備
し
て
来
ま

し
た
。

　
四
月
四
目
の
午
後
行
わ
れ
た
「
啓

倫
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
」
の
開
所
式

に
は
、
賜
．
r
校
の
あ
る
束
京
立
川
市

の
助
役
さ
ん
を
は
じ
め
、
学
校
の

教
員
・
生
徒
な
ど
約
七
卜
名
ほ
ど

が
出
席
し
た
ほ
か
、
地
元
か
ら
も

村
山
町
．
長
や
町
関
係
者
、
町
議
会

議
員
、
教
育
委
員
の
皆
さ
ん
、
小

中
幽
．
r
校
の
校
．
長
先
生
方
、
三
省
地

区
役
員
な
ど
大
勢
の
方
た
ち
が
出

席
、
盛
人
に
開
所
を
祝
い
ま
し
た
。

　
式
典
の
前
に
は
記
念
植
樹
（
桜

の
木
）
も
行
わ
れ
、
名
実
と
も
に

』
一
省
の
地
に
根
付
こ
う
と
い
う
意

欲
が
伺
え
ま
し
た
。
式
典
で
あ
い

②

｝一”　『ピ“一ぐ脅国　よ蕊びコ覇

式典に先だち桜の木の記念植樹が理事長の手で。

将来はもっと沢山植える予定だそうです。

犠
　
，
壕

さ
つ
に
た
っ
た
田
巾
啓
介
校
長
は
、

　
「
前
々
か
ら
生
徒
の
情
操
教
育
の

充
実
を
は
か
る
た
め
、
白
然
豊
か

な
所
に
学
校
を
持
ち
た
い
と
考
え

て
い
た
が
、
こ
の
松
之
山
で
廃
校

を
利
用
し
て
く
れ
る
人
を
探
し
て

い
る
と
聞
き
、
す
ぐ
町
長
さ
ん
に

お
願
い
し
て
利
用
さ
せ
て
い
た
だ

く
事
に
な
っ
た
。
地
区
の
皆
さ
ん

の
期
待
を
裏
切
る
事
の
な
い
よ
う

運
営
に
あ
た
り
た
い
凶
と
話
さ
れ
、

学
校
関
係
者
ば
か
り
で
な
く
将
来

は
立
川
市
な
ど
、
広
く
大
勢
の
方

9
た
ち
か
ら
も
こ
の
施
設
を
利
用
し

再利用を喜ぶ相沢良三三省地区協議会長

て
も
ら
い
、
年
問
を
通
し
た
有
効

的
な
活
川
を
考
え
て
い
る
よ
う
で

し
た
。

　
式
典
終
了
後
の
祝
宴
で
は
、
専

門
学
校
の
生
徒
さ
ん
に
よ
る
”
ジ

ャ
ズ
ダ
ン
ス
”
や
、
調
理
専
門
学

校
の
教
授
に
よ
る
見
事
な
包
r
さ

ば
き
が
、
ま
た
地
元
芸
能
と
し
て

水
梨
の
三
番
嬰
が
披
露
さ
れ
る
な

ど
、
に
ぎ
や
か
な
交
流
風
景
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
祝
宴
に
お
け

る
料
理
は
田
中
学
園
の
皆
さ
ん
が

前
日
よ
り
三
省
に
来
て
準
備
さ
れ

た
も
の
で
、
調
理
専
門
学
校
を
持元教室だった所は宿泊できるように全面改装され、

50名ほど泊れるようになりました。

っ
て
お
ら
れ
る
だ
け
に
大
変
シ
ン

ゾ
ル
な
出
来
映
え
で
美
味
し
か
っ

た
と
好
評
で
し
た
。

　
こ
の
．
啓
倫
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
L

に
学
生
が
や
っ
て
来
る
の
は
五
月

八
日
か
ら
の
ヂ
定
で
、
四
～
五
十

名
ほ
ど
の
学
生
が
一
週
間
程
度
の

サ
イ
ク
ル
で
こ
こ
を
利
川
し
、
自

然
の
中
で
授
業
や
ス
ポ
ー
ツ
に
取

り
組
む
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
．
兀
と
の
積
極
的
な
触
れ
合

い
も
大
切
に
し
た
い
と
い
う
事
な

の
で
、
三
省
地
区
と
し
て
も
大
い

に
期
待
し
て
い
る
所
で
す
。

響蕪鞭
祝宴では田中学園の生徒による「ジャズダンス」

や地元水梨の「三番嬰」が披露されるなどして盛

り上がりました

●
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切
る
事
の
な
い
よ
う

運
営
に
あ
た
り
た
い
凶
と
話
さ
れ
、

学
校
関
係
者
ば
か
り
で
な
く
将
来

は
立
川
市
な
ど
、
広
く
大
勢
の
方

9
た
ち
か
ら
も
こ
の
施
設
を
利
用
し

再利用を喜ぶ相沢良三三省地区協議会長

て
も
ら
い
、
年
問
を
通
し
た
有
効

的
な
活
川
を
考
え
て
い
る
よ
う
で

し
た
。

　
式
典
終
了
後
の
祝
宴
で
は
、
専

門
学
校
の
生
徒
さ
ん
に
よ
る
”
ジ

ャ
ズ
ダ
ン
ス
”
や
、
調
理
専
門
学

校
の
教
授
に
よ
る
見
事
な
包
r
さ

ば
き
が
、
ま
た
地
元
芸
能
と
し
て

水
梨
の
三
番
嬰
が
披
露
さ
れ
る
な

ど
、
に
ぎ
や
か
な
交
流
風
景
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
祝
宴
に
お
け

る
料
理
は
田
中
学
園
の
皆
さ
ん
が

前
日
よ
り
三
省
に
来
て
準
備
さ
れ

た
も
の
で
、
調
理
専
門
学
校
を
持元教室だった所は宿泊できるように全面改装され、

50名ほど泊れるようになりました。

っ
て
お
ら
れ
る
だ
け
に
大
変
シ
ン

ゾ
ル
な
出
来
映
え
で
美
味
し
か
っ

た
と
好
評
で
し
た
。

　
こ
の
．
啓
倫
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
L

に
学
生
が
や
っ
て
来
る
の
は
五
月

八
日
か
ら
の
ヂ
定
で
、
四
～
五
十

名
ほ
ど
の
学
生
が
一
週
間
程
度
の

サ
イ
ク
ル
で
こ
こ
を
利
川
し
、
自

然
の
中
で
授
業
や
ス
ポ
ー
ツ
に
取

り
組
む
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
．
兀
と
の
積
極
的
な
触
れ
合

い
も
大
切
に
し
た
い
と
い
う
事
な

の
で
、
三
省
地
区
と
し
て
も
大
い

に
期
待
し
て
い
る
所
で
す
。

響蕪鞭
祝宴では田中学園の生徒による「ジャズダンス」

や地元水梨の「三番嬰」が披露されるなどして盛

り上がりました

●
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民
謡
界
の
大
御
所

　
　
　
　
「
鎌
田
英
一

　
春
の
観
光
シ
ー
ズ
、
ノ
真
っ
只
中

の
五
月
二
卜
U
か
ら
二
十
一
日
の

二
H
間
”
松
之
山
温
泉
ま
つ
り
”

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
毎
年
大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
、

地
一
兀
の
人
と
一
緒
に
な
っ
て
盛
り

あ
が
る
こ
の
温
泉
ま
つ
り
、
今
回

は
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
テ
レ
ビ
等

で
大
活
躍
の
民
謡
界
の
大
御
所
「
鎌

田
英
一
先
生
」
を
迎
え
て
”
松
之

山
甚
句
大
会
”
が
、
二
十
日
の
午

先
生
」
を
迎
え
て

後
七
時
半
か
ら
温
泉
広
場
で
行
わ

れ
る
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
鎌
田
英
一
先
生
は
「
松
之
山
甚

句
」
の
レ
コ
ー
ド
を
吹
き
込
む
時

歌
手
を
お
願
い
し
た
方
で
、
こ
の

ま
つ
り
で
は
先
生
の
生
の
声
で
「
松

之
山
甚
句
」
を
踊
り
ま
す
。
大
勢

の
方
か
ら
こ
の
踊
り
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
二
十
一
日
は
大
厳
寺
高
原
で
「
ジ

ン
ギ
ス
カ
ン
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ

松里保育園児の皆さんによりかわい㌧

稚児行列もありますよ

ま
す
。
中
学
生
以
L
一
、
三
〇
〇

円
、
小
学
生
一
、
O
O
O
円
で
食

べ
放
．
題
。
カ
ラ
オ
ケ
大
会
も
あ
り

ま
す
よ
。

　
そ
の
他
、
お
楽
し
み
行
事
が
い

っ
ば
い
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
で
参

加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▼
ま
つ
り
日
程
紹
介

◎
．
κ
月
二
十
口
　
午
後
二
時
よ
り

・
松
里
小
鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド

・
管
領
塚
供
養
祭

・
稚
旧
ル
行
列

・
松
之
山
中
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏

（
午
後
四
時
～
）

・
ち
び
っ
こ
み
こ
し

・
野
鳥
こ
け
し
製
造
実
演

・
山
菜
市
場

（
午
後
七
時
三
卜
分
～
）

・
松
之
山
甚
句
大
会

（
午
後
八
時
．
。
一
卜
分
～
）

．
・
大
花
火
大
会
（
雨
天
順
延
）

◎
五
月
一
．
ト
一
H
　
午
前
卜
時
半

・
大
厳
与
高
原
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
ま

　
つ
り

　
（
午
前
十
一
時
～
）

・
カ
ラ
オ
ケ
人
会

探
鳥
△
瓜

　
第
三
卜
三
回
松
之
山
町
探
鳥
会

が
新
緑
ま
ぶ
し
い
松
口
「
美
人
林
」

を
中
心
に
、
五
月
二
十
八
日
（
日
）

早
朝
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
毎
回
六
～
七
f
名
の
愛
鳥
家
が

参
加
す
る
こ
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
。
野
鳥
の
宝
庫
と
い
わ
れ
て

い
る
松
之
山
町
だ
け
に
、
大
変
多

く
の
珍
ら
し
い
鳥
の
姿
や
鳴
き
声

に
接
っ
す
る
箏
が
で
き
ま
す
。

　
前
日
（
．
一
十
七
日
y
の
夜
に
は
、

湯
本
福
住
屋
旅
館
さ
ん
を
会
場
に

し
て
、
鳥
博
土
を
囲
ん
で
の
”
野

　
　
　
も
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の

集
会
に
参
加
し
て
鳥
に
対
す
る
知

識
を
養
っ
て
か
ら
探
鳥
会
に
参
加

す
れ
ば
、
よ
り
楽
し
い
、
バ
ー
ド
ウ

オ
ッ
チ
ン
グ
に
な
る
と
思
い
ま
す

よ
。▼

野
鳥
集
会

　
二
十
七
日
（
土
）
午
後
七
時
三
十

　
分
～
　
湯
本
「
福
住
館
」

▼
探
鳥
会

　
二
十
八
H
（
日
）
午
前
四
時
三
十

　
分
～
　
松
口
「
美
人
林
」
入
口

　
集
ム
・
。

　
大
島
保
健
所
が
四
月
一
日
で
廃

止
さ
れ
た
こ
と
に
伴
な
い
公
害
、

環
境
等
に
対
し
、
皆
さ
ん
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

・
相
談
日
　
月
一
回
　
第
三
火
曜

　
　
　
　
　
日
（
休
日
の
と
き
は

　
　
　
　
　
翌
日
）

・
相
談
員
　
上
越
保
健
所
環
境
課

・
相
談
内
容

　
e
公
害
（
大
気
・
水
質
）
防
止

カご

開
設
さ
れ
ま
す

　
　
業
務
相
談

　
口
廃
棄
物
業
務
相
談

　
日
浄
化
槽
業
務
相
談

　
四
鳥
獣
関
係
業
務
・
温
泉
関
係

　
　
業
務
相
談

　
　
　
左
の
表
参
昭
川

　
そ
の
他
、
移
動
相
談
所
を
大
島

村
役
場
住
民
課
内
に
設
置
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

電
話
四
ー
三
一
〇
一

行政相談委員は

さんです

　
総
務
庁
長
官
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

松
之
山
町
の
行
政
相
談
委
員
は
、

次
の
方
で
す
。

　
猪
俣
　
栄
二
さ
ん
（
松
之
山
．

　
ナ
オ
ヤ
　
電
六
－
二
五
三
七
）

行
政
相
談
委
員
と
は
、

　
行
政
相
談
委
員
は
、
皆
さ
ん
か

ら
役
場
や
公
社
に
つ
い
て
の
苦
情
・

要
望
を
受
け
て
、
そ
の
解
決
や
実

現
を
図
る
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
。　

例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
事
に
つ

い
て
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▽
国
の
仕
事
や
国
か
ら
県
や
市
町

　
村
に
委
託
さ
れ
た
仕
事
。

　
（
道
路
・
河
川
・
年
金
・
国
税
・

　
登
記
・
公
害
・
交
通
安
全
な
ど
）

　
こ
れ
ら
の
事
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
が
納
得
で
き
な
い
。
処
理

が
遅
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
。
な
ど
の
場
合
で
す
。

　
な
お
、
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

守
・
り
れ
ま
す
．

働
．

　
　
　
後

．
ノ
ぐ

吻
、
、

、
．
漫

壁

月別実施計画表

月1日 場　　　　所 時　　　　　間

4i18
　里

大島村役場 10＝30～15：00

5i16 松代町　　” 〃

6i20 大島村　　” 〃

7i　l8 松之山町〃
ノノ

8i15 大島村　　” 〃

g　i19 安塚町　　ノノ 〃

10i17 大島村　　〃
ノノ

11i21 浦川原村〃 〃

12i19 大島村　　〃
ノノ

l　i16 牧　村　　〃
ノノ

2120 大島村　　〃
ノノ

3i20 松代町　　ノノ
ノノ

”
ふ
る
さ
と
村
弁
論
大
会
”

　
十
日
町
、
魚
沼
、
東
頸
城
を
中

心
に
、
ふ
る
さ
と
の
見
直
し
や
人

物
発
掘
、
各
町
村
の
話
題
づ
く
り

な
ど
の
活
動
を
し
て
い
る
「
ふ
る

さ
と
村
通
信
」
の
皆
さ
ん
が
主
催

す
る
“
ふ
る
さ
と
村
弁
論
大
会
”

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
弁
論
大
会
の
主
と
す
る
目

的
は
「
こ
れ
か
ら
の
こ
の
地
域
を

担
っ
て
ゆ
く
若
者
に
、
純
粋
な
気

持
ち
で
自
分
た
ち
の
生
ま
れ
育
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
開
催

た
故
郷
を
考
え
直
し
て
も
ら
い
、

将
来
多
く
若
者
が
帰
っ
て
来
れ
る

足
が
か
り
に
し
た
い
」
と
い
う
も

の
で
す
。

　
中
学
・
高
校
・
一
般
の
三
部
に

分
け
て
審
査
さ
れ
ま
す
の
で
、
多

く
の
方
の
参
加
・
聴
取
を
お
願
い

し
ま
す
。

▽
日
程

　
五
月
二
十
九
日
（
日
）
午
後
五

　
時
三
十
分
よ
り
八
時
三
十
分
ま

　
で
。

▽
△
五
場

　
十
日
町
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▽
発
表
時
間

　
一
人
．
正
味
六
分
で
お
願
い
し
ま

　
す
。

▽
応
募
〆
切
　
　
五
月
十
二
日

▽
連
絡
先

　
十
日
町
市
猿
倉
午
一
ー
二

　
池
田
　
正
之
　
　
（
電
話
十
日
町
．

　
五
七
l
O
一
六
〇
）

▽
特
別
ゲ
ス
ト

　
　
「
過
疎
を
逆
手
に
取
る
会
」
事

　
務
局
長
　
宮
崎
　
文
隆
氏
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が
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す
。

　
毎
年
大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
、

地
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兀
の
人
と
一
緒
に
な
っ
て
盛
り

あ
が
る
こ
の
温
泉
ま
つ
り
、
今
回

は
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
テ
レ
ビ
等

で
大
活
躍
の
民
謡
界
の
大
御
所
「
鎌

田
英
一
先
生
」
を
迎
え
て
”
松
之

山
甚
句
大
会
”
が
、
二
十
日
の
午

先
生
」
を
迎
え
て

後
七
時
半
か
ら
温
泉
広
場
で
行
わ

れ
る
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
鎌
田
英
一
先
生
は
「
松
之
山
甚

句
」
の
レ
コ
ー
ド
を
吹
き
込
む
時

歌
手
を
お
願
い
し
た
方
で
、
こ
の

ま
つ
り
で
は
先
生
の
生
の
声
で
「
松

之
山
甚
句
」
を
踊
り
ま
す
。
大
勢

の
方
か
ら
こ
の
踊
り
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
二
十
一
日
は
大
厳
寺
高
原
で
「
ジ

ン
ギ
ス
カ
ン
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ

松里保育園児の皆さんによりかわい㌧

稚児行列もありますよ

ま
す
。
中
学
生
以
L
一
、
三
〇
〇

円
、
小
学
生
一
、
O
O
O
円
で
食

べ
放
．
題
。
カ
ラ
オ
ケ
大
会
も
あ
り

ま
す
よ
。

　
そ
の
他
、
お
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み
行
事
が
い

っ
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す
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参

加
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。
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つ
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程
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介
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．
κ
月
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十
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後
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時
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小
鼓
笛
隊
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ド
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供
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祭
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列
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山
中
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ド
演
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後
四
時
～
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み
こ
し
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野
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し
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演
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場
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後
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会
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～
）
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回
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ぶ
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林
」

を
中
心
に
、
五
月
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十
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日
（
日
）

早
朝
開
催
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れ
ま
す
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毎
回
六
～
七
f
名
の
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鳥
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が
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加
す
る
こ
の
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野
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や
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る
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が
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き
ま
す
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．
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十
七
日
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に
は
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湯
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屋
旅
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さ
ん
を
会
場
に

し
て
、
鳥
博
土
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囲
ん
で
の
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野

　
　
　
も
行
わ
れ
ま
す
。
こ
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会
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加
し
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に
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す
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か
ら
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会
に
参
加
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ば
、
よ
り
楽
し
い
、
バ
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ド
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と
思
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会

　
二
十
七
日
（
土
）
午
後
七
時
三
十

　
分
～
　
湯
本
「
福
住
館
」

▼
探
鳥
会

　
二
十
八
H
（
日
）
午
前
四
時
三
十

　
分
～
　
松
口
「
美
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林
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入
口

　
集
ム
・
。
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。
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課
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三
一
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。
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働
．

　
　
　
後

．
ノ
ぐ

吻
、
、

、
．
漫

壁

月別実施計画表

月1日 場　　　　所 時　　　　　間

4i18
　里

大島村役場 10＝30～15：00

5i16 松代町　　” 〃

6i20 大島村　　” 〃

7i　l8 松之山町〃
ノノ

8i15 大島村　　” 〃

g　i19 安塚町　　ノノ 〃

10i17 大島村　　〃
ノノ

11i21 浦川原村〃 〃

12i19 大島村　　〃
ノノ

l　i16 牧　村　　〃
ノノ

2120 大島村　　〃
ノノ

3i20 松代町　　ノノ
ノノ
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催
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．
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」
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務
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崎
　
文
隆
氏



1
8
寸
ー

●

雛先饗

「よろし乙
お願い
　　します

鱒ξ篇

【
詮漁朱

遠藤和英
　（沼垂小）

小日向美幸
中之口西小）

養教

山本千恵美
（新採用）

平野　浩
（大形小

聖獅騨”．り

◎
．極翼
教頭

石井　三男
（八千浦中）

◎
㌶
村山　悦夫
（大島中）

㊥
』
繍

　
治
）

　
健
小

　
　
倉

査
野
保

主
吉
（

」・関育也
（城西中）

田村　雅人
（船栄中）

校長

沢田　芳良
（板倉中）

新井あけみ
（岡南中）

　　　　豫

v噸刃
武者　一昭
（新採用）

　、　，＿　ノ

高橋　周之
　（新採用）

ζ響

諏
　
　
　
，

よろしノく

　　　お願いします

瀬しいおまわりさん

松之山駐在所浦田駐在所

姦
曾
＾
り

皆川宏人巡査部長

　　恭鯉詳

　磁拶L
加藤義幸巡査部長

　
四
月
よ
り
松
之
山
と
浦
田
の
駐

在
所
の
お
ま
わ
り
さ
ん
が
変
わ
ら

れ
ま
し
た
。

　
松
之
山
駐
在
所
に
は
松
木
巡
査

部
長
に
変
わ
っ
て
、
皆
川
宏
人
巡

査
部
長
が
勤
務
さ
れ
ま
し
た
。
皆

川
さ
ん
は
三
二
歳
で
、
奥
さ
ん
と

二
人
の
子
供
さ
ん
（
三
歳
と
一
歳

の
男
の
子
）
を
伴
っ
て
の
着
任
。

松
之
山
に
来
ら
れ
る
前
は
、
県
警

本
部
に
勤
務
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

身
体
の
大
き
い
方
で
す
の
で
、
す

ぐ
分
か
る
と
思
い
ま
す
。

　
浦
田
駐
在
所
の
平
田
巡
査
部
長

の
後
任
に
は
、
加
藤
義
幸
巡
査
部

長
（
三
二
歳
）
が
、
奥
さ
ん
と
二
人

で
着
任
。
も
う
す
ぐ
一
人
目
の
子

供
さ
ん
が
生
ま
れ
る
そ
う
で
す
。

前
任
地
の
西
蒲
原
郡
巻
町
で
は
パ

ト
カ
ー
に
乗
務
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
二
人
の
駐
在
さ
ん
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

年
金
受
給
者
も

住
所
変
更
届
を
お
忘
れ
な
く

　
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
で
住

所
を
移
動
さ
れ
た
方
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　
年
金
の
支
払
い
は
、
東
京
の
社

会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
の
コ
ン
ピ
』

ユ
ー
タ
ー
が
記
憶
し
て
い
る
年
金

受
給
者
一
人
ひ
と
り
の
情
報
に
基

づ
い
て
、
年
金
が
支
払
わ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
も
し
、
そ

の
情
報
が
誤
っ
て
い
た
り
古
か
っ

た
り
し
ま
す
と
、
正
し
い
支
払
い

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

年金手帳を大切にしましょう

煮
騨

曙
　
　
　
h
（

　
　
ウ
・

去七7》1；しよう

叢

　
し
た
が
っ
て
、
住
所
を
変
更
し

た
り
、
支
払
い
金
融
機
関
の
変
更

を
し
た
時
に
は
、
速
や
か
に
届
書

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
住
所
・
支
払
h
機
関
変
更
届
の

用
紙
は
、
役
場
国
民
年
金
係
の
所

に
あ
り
ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る

受
給
者
の
皆
さ
ん
、
早
く
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
役

場
住
民
係
年
金
担
当
に
お
聞
き
く

だ
さ
い
。

撃
－
　
　
　
、
ト

誘蓮
’
㌧
　 f霧金愈

聯
葎
鐸箋

蟹繋祷

　　　　　ヨ
〆　　　　　　　　ゐ

　　　　　㍗　　　　1　夕
　　　　　’

　、ご
　　　ノt雌婁蘇
よ隷弩
　　㌧、

⑦
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4
四
つ
の
保
育
所
で
入
園
式

響軍馳鷺．．＿
入学おめでとう（浦田小学校）

　
三
月
い
っ
ば
い
で
年
長
組
（
き

り
ん
組
）
の
子
供
た
ち
が
卒
園
し
、

ち
ょ
っ
と
淋
し
く
な
っ
た
四
つ
の

保
育
園
に
、
ま
た
小
さ
な
可
愛
い

子
供
た
ち
が
入
園
し
て
、
元
の
賑

や
か
さ
が
戻
っ
て
来
ま
し
た
。

　
四
月
六
日
と
七
日
に
ニ
カ
所
ず

つ
行
わ
れ
た
入
園
式
に
は
、
お
田

さ
ん
や
お
父
さ
ん
に
連
れ
ら
れ
た

新
入
園
児
が
元
気
な
顔
を
見
せ
、

担
当
の
保
田
さ
ん
か
ら
一
人
ひ
と

り
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
。
ハ
イ
」

と
大
き
な
声
で
返
事
を
し
て
い
ま

し
た
。

　
今
年
度
の
新
入
園
児
数
は
、
三

歳
児
が
四
保
育
所
で
三
十
五
人
、

三
歳
未
満
児
が
五
人
と
な
っ
て
い

ま
ず
。
園
児
数
の
減
少
が
深
刻
な

布
川
保
育
園
で
は
、
二
歳
児
の
女

の
子
一
人
が
入
園
し
、
園
全
体
で

も
十
人
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

明日から泣かないで通園してね

　　　　　　　（松里保育園）

2
町
内
四
つ
の
小
学
校
で
入
学
式

　
四
月
四
日
、
町
内
に
あ
る
四
つ

の
小
学
校
で
一
斉
に
入
学
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
新
し
く
入
学
し
た
新
一

年
生
は
全
体
で
三
十
二
名
で
、
肝

年
よ
り
十
六
名
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
　
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で

の
児
童
数
も
四
学
校
で
二
五
六
名

と
な
っ
て
お
り
、
少
し
ず
つ
減
少

し
て
い
ま
す
。

　
浦
田
小
学
校
で
は
男
子
二
名
、

女
子
四
名
の
合
計
六
名
が
こ
の
日

入
学
式
を
迎
え
、
先
生
や
地
区
の

万
々
に
励
ま
さ
れ
な
が
ら
、
元
気

に
式
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。
最
後

に
校
長
先
生
か
ら
新
し
い
教
科
書

が
手
渡
さ
れ
る
と
．
み
ん
な
う
れ

し
そ
う
で
し
た
。

　
ま
た
、
浦
田
地
区
で
は
山
村
留

学
生
を
積
極
的
に
迎
え
入
れ
児
童

や
生
徒
数
の
増
加
に
努
め
て
お
り

ま
ず
が
、
今
年
度
も
浦
田
小
に
新

六
年
生
と
し
て
昆
野
貴
之
君
が
入

学
し
、
一
年
生
の
入
学
式
に
先
が

け
て
全
児
童
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
で
浦
田
小
学
校
の
山
留
生
は

四
人
に
な
り
ま
し
た
。

盛網ひ　需
　校長先生から一人ひとりに教科書

　が手渡されました
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醗
慰
、

目
空
市
場
が
小
谷
に
出
来
ま
し
た
。
ご
利
用
く
だ
さ
い

野
珍しい山菜は「あっ」という間

に売り切れてしまうそうです

　　　　く小谷干場さんの前）

　
こ
の
程
小
パ
合
部
落
の
道
路
脇
（
国

道
3
5
3
バ
ス
停
付
近
）
に
、
地

元
で
採
れ
た
野
莱
や
山
菜
、
山
野

草
の
鉢
植
え
な
ど
の
肖
空
細
…
人
雨

場
が
オ
ー
ブ
ン
し
、
国
道
を
通
る

ド
ラ
イ
バ
ー
に
人
気
を
得
て
い
ま

◎
〔

　
こ
の
肖
空
無
人
市
場
を
計
画
、

実
行
し
た
の
は
．
部
落
の
中
・
嵩

年
層
で
作
っ
て
い
る
後
継
者
会
（
相

沢
喜
会
長
）
の
鴇
さ
ん
で
「
各
家

庭
で
作
っ
て
い
る
野
莱
類
の
余
っ

た
も
の
を
捨
て
る
の
C
は
も
っ
た

い
な
い
。
安
．
藍
C
も
爬
い
か
ら
．
」

の
肖
空
南
場
を
利
用
し
（
お
金
に

換
え
る
申
が
出
来
れ
ば
、
農
家
の

収
入
に
っ
な
か
る
し
．
交
流
の
場

と
も
な
る
ρ
と
い
辺
渉
つ
な
老
．
え

か
ら
始
め
た
そ
？
C
、
会
眞
だ
け

で
な
く
部
落
中
の
わ
か
う
．
」
の
甫

場
を
利
用
し
て
も
ら
っ
て
い
る
そ

う
で
◎
。

　
鴇
さ
ん
も
3

こ
を
通
る
時
が
あ

り
ま
し
た
ら
嵜
っ
（
見
⊂
ぐ
、
だ
さ

い
。
は
し
い
野
菜
が
格
安
で
手
に

入
る
か
も
知
れ
ま
セ
ん
よ
。
た
だ

し
、
訓
も
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て

お
金
を
入
れ
る
の
を
忘
れ
ず
に
！

麓

4
湯
本
温
泉
街
で
火
災
予
防
訓
練
（
春
の
防
火
週
間
）

　
湯
本
の
消
防
団
（
第
二
機
動
隊
）

と
松
之
山
分
遣
所
で
は
、
四
月
一

日
か
ら
十
四
日
ま
で
行
わ
れ
た
“
春

の
火
災
予
防
運
動
”
に
合
わ
せ
、

温
泉
街
で
火
災
予
防
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
年
間
を
通
し
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
る
松
之
山
温
泉
。
過
去
の
大

火
が
物
語
る
よ
う
に
一
度
火
災
が

発
生
◎
れ
ば
大
惨
事
が
予
想
さ
れ

る
所
だ
け
に
、
防
火
意
識
は
相
当

強
い
も
の
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
四
月
四
日
の
訓
練
は
「
和
泉
屋

旅
館
」
か
ら
出
火
し
た
と
い
う
想

定
で
行
わ
れ
、
湯
本
第
二
機
動
隊

と
分
遣
所
が
出
動
、
消
火
作
業
が

進
め
ら
れ
た
ほ
か
救
急
申
も
出
動
、

ケ
ガ
人
の
救
助
に
当
り
ま
し
た
。

ま
た
、
旅
館
側
で
も
通
報
の
手
順
、

お
客
さ
ん
の
誘
導
、
屋
内
消
火
設

備
に
よ
る
消
火
訓
練
な
ど
が
緊
張

し
た
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
か
ら
山
火
事
な
ど
発
生
し

や
弓
い
時
期
で
す
。
野
焼
き
、
9

バ
コ
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

鵯
簸
。
、

腰に持ナニなくても

無人で放水できる

筒先です　必）

れは何

ノで、

ヤd齢
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4
四
つ
の
保
育
所
で
入
園
式

響軍馳鷺．．＿
入学おめでとう（浦田小学校）

　
三
月
い
っ
ば
い
で
年
長
組
（
き

り
ん
組
）
の
子
供
た
ち
が
卒
園
し
、

ち
ょ
っ
と
淋
し
く
な
っ
た
四
つ
の

保
育
園
に
、
ま
た
小
さ
な
可
愛
い

子
供
た
ち
が
入
園
し
て
、
元
の
賑

や
か
さ
が
戻
っ
て
来
ま
し
た
。

　
四
月
六
日
と
七
日
に
ニ
カ
所
ず

つ
行
わ
れ
た
入
園
式
に
は
、
お
田

さ
ん
や
お
父
さ
ん
に
連
れ
ら
れ
た

新
入
園
児
が
元
気
な
顔
を
見
せ
、

担
当
の
保
田
さ
ん
か
ら
一
人
ひ
と

り
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
。
ハ
イ
」

と
大
き
な
声
で
返
事
を
し
て
い
ま

し
た
。

　
今
年
度
の
新
入
園
児
数
は
、
三

歳
児
が
四
保
育
所
で
三
十
五
人
、

三
歳
未
満
児
が
五
人
と
な
っ
て
い

ま
ず
。
園
児
数
の
減
少
が
深
刻
な

布
川
保
育
園
で
は
、
二
歳
児
の
女

の
子
一
人
が
入
園
し
、
園
全
体
で

も
十
人
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

明日から泣かないで通園してね

　　　　　　　（松里保育園）

2
町
内
四
つ
の
小
学
校
で
入
学
式

　
四
月
四
日
、
町
内
に
あ
る
四
つ

の
小
学
校
で
一
斉
に
入
学
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
新
し
く
入
学
し
た
新
一

年
生
は
全
体
で
三
十
二
名
で
、
肝

年
よ
り
十
六
名
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
　
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で

の
児
童
数
も
四
学
校
で
二
五
六
名

と
な
っ
て
お
り
、
少
し
ず
つ
減
少

し
て
い
ま
す
。

　
浦
田
小
学
校
で
は
男
子
二
名
、

女
子
四
名
の
合
計
六
名
が
こ
の
日

入
学
式
を
迎
え
、
先
生
や
地
区
の

万
々
に
励
ま
さ
れ
な
が
ら
、
元
気

に
式
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。
最
後

に
校
長
先
生
か
ら
新
し
い
教
科
書

が
手
渡
さ
れ
る
と
．
み
ん
な
う
れ

し
そ
う
で
し
た
。

　
ま
た
、
浦
田
地
区
で
は
山
村
留

学
生
を
積
極
的
に
迎
え
入
れ
児
童

や
生
徒
数
の
増
加
に
努
め
て
お
り

ま
ず
が
、
今
年
度
も
浦
田
小
に
新

六
年
生
と
し
て
昆
野
貴
之
君
が
入

学
し
、
一
年
生
の
入
学
式
に
先
が

け
て
全
児
童
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
で
浦
田
小
学
校
の
山
留
生
は

四
人
に
な
り
ま
し
た
。

盛網ひ　需
　校長先生から一人ひとりに教科書

　が手渡されました
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醗
慰
、

目
空
市
場
が
小
谷
に
出
来
ま
し
た
。
ご
利
用
く
だ
さ
い

野
珍しい山菜は「あっ」という間

に売り切れてしまうそうです

　　　　く小谷干場さんの前）

　
こ
の
程
小
パ
合
部
落
の
道
路
脇
（
国

道
3
5
3
バ
ス
停
付
近
）
に
、
地

元
で
採
れ
た
野
莱
や
山
菜
、
山
野

草
の
鉢
植
え
な
ど
の
肖
空
細
…
人
雨

場
が
オ
ー
ブ
ン
し
、
国
道
を
通
る

ド
ラ
イ
バ
ー
に
人
気
を
得
て
い
ま

◎
〔

　
こ
の
肖
空
無
人
市
場
を
計
画
、

実
行
し
た
の
は
．
部
落
の
中
・
嵩

年
層
で
作
っ
て
い
る
後
継
者
会
（
相

沢
喜
会
長
）
の
鴇
さ
ん
で
「
各
家

庭
で
作
っ
て
い
る
野
莱
類
の
余
っ

た
も
の
を
捨
て
る
の
C
は
も
っ
た

い
な
い
。
安
．
藍
C
も
爬
い
か
ら
．
」

の
肖
空
南
場
を
利
用
し
（
お
金
に

換
え
る
申
が
出
来
れ
ば
、
農
家
の

収
入
に
っ
な
か
る
し
．
交
流
の
場

と
も
な
る
ρ
と
い
辺
渉
つ
な
老
．
え

か
ら
始
め
た
そ
？
C
、
会
眞
だ
け

で
な
く
部
落
中
の
わ
か
う
．
」
の
甫

場
を
利
用
し
て
も
ら
っ
て
い
る
そ

う
で
◎
。

　
鴇
さ
ん
も
3

こ
を
通
る
時
が
あ

り
ま
し
た
ら
嵜
っ
（
見
⊂
ぐ
、
だ
さ

い
。
は
し
い
野
菜
が
格
安
で
手
に

入
る
か
も
知
れ
ま
セ
ん
よ
。
た
だ

し
、
訓
も
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て

お
金
を
入
れ
る
の
を
忘
れ
ず
に
！

麓

4
湯
本
温
泉
街
で
火
災
予
防
訓
練
（
春
の
防
火
週
間
）

　
湯
本
の
消
防
団
（
第
二
機
動
隊
）

と
松
之
山
分
遣
所
で
は
、
四
月
一

日
か
ら
十
四
日
ま
で
行
わ
れ
た
“
春

の
火
災
予
防
運
動
”
に
合
わ
せ
、

温
泉
街
で
火
災
予
防
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
年
間
を
通
し
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
る
松
之
山
温
泉
。
過
去
の
大

火
が
物
語
る
よ
う
に
一
度
火
災
が

発
生
◎
れ
ば
大
惨
事
が
予
想
さ
れ

る
所
だ
け
に
、
防
火
意
識
は
相
当

強
い
も
の
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
四
月
四
日
の
訓
練
は
「
和
泉
屋

旅
館
」
か
ら
出
火
し
た
と
い
う
想

定
で
行
わ
れ
、
湯
本
第
二
機
動
隊

と
分
遣
所
が
出
動
、
消
火
作
業
が

進
め
ら
れ
た
ほ
か
救
急
申
も
出
動
、

ケ
ガ
人
の
救
助
に
当
り
ま
し
た
。

ま
た
、
旅
館
側
で
も
通
報
の
手
順
、

お
客
さ
ん
の
誘
導
、
屋
内
消
火
設

備
に
よ
る
消
火
訓
練
な
ど
が
緊
張

し
た
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
か
ら
山
火
事
な
ど
発
生
し

や
弓
い
時
期
で
す
。
野
焼
き
、
9

バ
コ
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

鵯
簸
。
、

腰に持ナニなくても

無人で放水できる

筒先です　必）

れは何

ノで、
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5
ナ
イ
ふ
～
ど
新
潟
鴇

　
　
　
　
キ
ャ
ン
ベ
ー
ン
ガ
ー
ル
が
来
町

ミス5人が町長、助役を表敬訪間

キャンペーンに努めました

　
七
月
十
四
日
か
ら
九
月
ユ
臼
ま

で
の
間
．
新
潟
市
産
業
振
興
セ
ン

9
ー
周
辺
地
を
会
場
と
し
て
開
催

さ
れ
る
「
食
と
緑
の
博
覧
会
し
の

キ
ャ
ン
ベ
ー
ン
ガ
ー
ル
五
名
が
、

寳
伝
の
た
め
当
町
を
訪
れ
て
見
所

な
ど
を
紹
介
し
て
行
き
ま
し
た
。

　
近
頃
は
全
国
的
に
イ
ヘ
ン
ト
や

博
賢
会
フ
ー
ム
で
、
年
闘
に
県
単

位
の
も
の
で
さ
え
二
〇
カ
所
近
く

開
催
が
予
定
さ
れ
ζ
い
ま
す
．
今
、

神
奈
川
県
の
横
浜
博
覧
会
が
開
催

中
で
、
連
日
多
く
の
人
が
訪
れ
て

い
る
そ
う
で
弓
。

　
今
回
松
汐

山
を
訪
れ
た
ミ
ス
心

～
ど
は
新
潟
市
の
濃
辺
莱
穗
子
さ

ん
は
か
四
名
ぐ
、
四
月
五
臼
の
午

後
㎝
時
頃
役
場
に
私
き
、
町
長
・

助
役
に
協
力
亭
願

っ
た
は
か
役
場

職
員
に
も
…
人
び
と
り
が
自
己
紹

介
を
兼
ね
な
が
ら
見
所
を
説
明
し
、

見
学
に
来
て
、
ぐ
＼
れ
る
よ
う
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　
こ
の
，
食
と
緑
の
搏
蜀
会
」
に

つ
い
て
の
訂
し
い
内
容
は
六
月
畢

で
紹
介
す
る
影
定
で
す
。

生
徒
会
活
動
で
山
菜
採
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山
中
学
校

、艦、

＼

箇
．

6
　
松
之
山
中
学
校
（
加
藤
宏
一
校

長
）
で
は
、
生
徒
会
活
動
の
一
環

と
し
て
笛
年
廃
品
回
収
や
山
菜
採

り
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら

得
た
お
金
を
生
徒
会
活
動
資
金
の

一
部
に
充
て
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
四
月
二
十
』
臼
（
金
）

に
生
徒
全
員
が
出
て
山
菜
採
り
を

行
い
ま
し
た
。
当
日
は
朝
八
時
頃

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
ご
と
に
隻
合
し

て
近
く
の
山
に
出
掛
け
、
午
後
二

時
頃
採
つ
た
山
菜
を
持
つ
て
中
学

校
に
集
合
、
全
員
で
選
別
作
業
に

移
り
ま
し
た
。
ゼ
ン
マ
イ
は
学
校

の
大
鍋
で
如
で
屋
上
に
干
し
．
生

徒
が
休
み
時
間
な
ど
を
利
用
し
て

も
む
事
に
し
た
ぱ
か
、
木
の
芽
や

ウ
ド
、
コ
ゴ
ミ
な
ど
は
旅
館
や
先

生
万
に
買
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ゼ
ン
マ
イ
は
ま
だ
売
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
こ
の
日
は
収
穫
は
お
よ
そ

九
万
円
ほ
ど
と
い
う
事
で
◎
。

出

「営窒罰
　　～、
　休み時問を利用して屋上に干した

　ゼンマイをもむ1年生

7
文
化
財
保
護
を
目
的
に
火
災
予
防
訓
練

　
春
の
火
災
予
防
運
動
期
間
中
の

四
月
十
四
日
、
文
代
財
に
対
す
る

火
災
予
防
訓
練
が
松
之
山
部
落
で

行
わ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　
今
回
訓
練
の
対
象
と
な
っ
た
の

は
松
之
山
保
育
所
裏
に
あ
る
村
山

家
で
、
午
前
九
時
、
保
育
所
よ
り

連
絡
を
受
け
て
松
之
山
本
部
分
団

（
役
場
）
と
松
之
山
分
遣
所
員
が
出

動
、
公
会
堂
脇
と
保
育
所
前
に
あ

る
二
つ
の
用
水
池
か
ら
吸
水
し
、

放
水
さ
れ
ま
し
た
。
公
民
館
の
用

水
池
か
ら
村
山
家
ま
で
は
か
な
り

高
低
差
が
あ
る
た
め
、
水
圧
テ
ス

ト
も
兼
ね
て
の
訓
練
で
し
た
。

　
村
山
家
（
町
長
私
邸
）
に
は
歴

建
的
に
も
相
当
西
い
貰
顛
な
書
や

絵
画
、
ま
た
文
豪
坂
口
安
吾
に
ま

つ
わ
る
品
々
が
多
く
残
っ
て
い
る

と
い
う
事
で
、
現
在
私
的
博
物
館

と
し
て
皆
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
く

福
に
、
　
　
部
手
直
し
が
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　　　　繊本部機動隊が出動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　機重二
　　　　　　　　　　　　　　　　動いの
　　　　　　　　　　　　　　　　隊ホ坂
　　　　　　　　　　　　　　　　員1は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　スき
　　縣　　　　　　　　　　　　　　　　 をつ
　　螂　　　　　　　　　　　　　　　持い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　っな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　てあ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　火～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　点一
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ビ
ュ
ー
テ
フ
ル
松
之
山
運
動
の

一
環
と
し
て
小
谷
老
人
ク
ラ
ブ
・

婦
人
会
が
国
道
脇
に
植
え
た
”
水

仙
”
の
花
が
今
年
も
美
し
く
咲
き

揃
い
、
こ
こ
を
通
る
ド
ラ
イ
バ
ー

の
H
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
水
仙
は
、
｝
昨
年
の
秋
に

種
が
植
え
ら
れ
た
も
の
で
、
小
谷

地
内
を
通
る
国
道
三
五
三
号
線
の

犬
走
り
κ
百
メ
ー
ト
ル
に
渡
っ
て

咲
い
て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
年
は
雪
も
少
な
く
例
年
よ
ゲ

ず
っ
と
早
い
開
花
で
、
大
き
な
雨

で
も
降
ら
な
け
れ
ば
、
か
な
り
長

い
期
闘
見
る
事
が
出
来
る
よ
う
で

』
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o

カラーでなくて残念、、見とれてぷっ

からないでね、，ドライバーさん！
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キ
ャ
ン
ベ
ー
ン
ガ
ー
ル
が
来
町

ミス5人が町長、助役を表敬訪間

キャンペーンに努めました

　
七
月
十
四
日
か
ら
九
月
ユ
臼
ま

で
の
間
．
新
潟
市
産
業
振
興
セ
ン

9
ー
周
辺
地
を
会
場
と
し
て
開
催

さ
れ
る
「
食
と
緑
の
博
覧
会
し
の

キ
ャ
ン
ベ
ー
ン
ガ
ー
ル
五
名
が
、

寳
伝
の
た
め
当
町
を
訪
れ
て
見
所

な
ど
を
紹
介
し
て
行
き
ま
し
た
。

　
近
頃
は
全
国
的
に
イ
ヘ
ン
ト
や

博
賢
会
フ
ー
ム
で
、
年
闘
に
県
単

位
の
も
の
で
さ
え
二
〇
カ
所
近
く

開
催
が
予
定
さ
れ
ζ
い
ま
す
．
今
、

神
奈
川
県
の
横
浜
博
覧
会
が
開
催

中
で
、
連
日
多
く
の
人
が
訪
れ
て

い
る
そ
う
で
弓
。

　
今
回
松
汐

山
を
訪
れ
た
ミ
ス
心

～
ど
は
新
潟
市
の
濃
辺
莱
穗
子
さ

ん
は
か
四
名
ぐ
、
四
月
五
臼
の
午

後
㎝
時
頃
役
場
に
私
き
、
町
長
・

助
役
に
協
力
亭
願

っ
た
は
か
役
場

職
員
に
も
…
人
び
と
り
が
自
己
紹

介
を
兼
ね
な
が
ら
見
所
を
説
明
し
、

見
学
に
来
て
、
ぐ
＼
れ
る
よ
う
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　
こ
の
，
食
と
緑
の
搏
蜀
会
」
に

つ
い
て
の
訂
し
い
内
容
は
六
月
畢

で
紹
介
す
る
影
定
で
す
。

生
徒
会
活
動
で
山
菜
採
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山
中
学
校

、艦、

＼

箇
．

6
　
松
之
山
中
学
校
（
加
藤
宏
一
校

長
）
で
は
、
生
徒
会
活
動
の
一
環

と
し
て
笛
年
廃
品
回
収
や
山
菜
採

り
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら

得
た
お
金
を
生
徒
会
活
動
資
金
の

一
部
に
充
て
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
四
月
二
十
』
臼
（
金
）

に
生
徒
全
員
が
出
て
山
菜
採
り
を

行
い
ま
し
た
。
当
日
は
朝
八
時
頃

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
ご
と
に
隻
合
し

て
近
く
の
山
に
出
掛
け
、
午
後
二

時
頃
採
つ
た
山
菜
を
持
つ
て
中
学

校
に
集
合
、
全
員
で
選
別
作
業
に

移
り
ま
し
た
。
ゼ
ン
マ
イ
は
学
校

の
大
鍋
で
如
で
屋
上
に
干
し
．
生

徒
が
休
み
時
間
な
ど
を
利
用
し
て

も
む
事
に
し
た
ぱ
か
、
木
の
芽
や

ウ
ド
、
コ
ゴ
ミ
な
ど
は
旅
館
や
先

生
万
に
買
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ゼ
ン
マ
イ
は
ま
だ
売
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
こ
の
日
は
収
穫
は
お
よ
そ

九
万
円
ほ
ど
と
い
う
事
で
◎
。

出

「営窒罰
　　～、
　休み時問を利用して屋上に干した

　ゼンマイをもむ1年生

7
文
化
財
保
護
を
目
的
に
火
災
予
防
訓
練

　
春
の
火
災
予
防
運
動
期
間
中
の

四
月
十
四
日
、
文
代
財
に
対
す
る

火
災
予
防
訓
練
が
松
之
山
部
落
で

行
わ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　
今
回
訓
練
の
対
象
と
な
っ
た
の

は
松
之
山
保
育
所
裏
に
あ
る
村
山

家
で
、
午
前
九
時
、
保
育
所
よ
り

連
絡
を
受
け
て
松
之
山
本
部
分
団

（
役
場
）
と
松
之
山
分
遣
所
員
が
出

動
、
公
会
堂
脇
と
保
育
所
前
に
あ

る
二
つ
の
用
水
池
か
ら
吸
水
し
、

放
水
さ
れ
ま
し
た
。
公
民
館
の
用

水
池
か
ら
村
山
家
ま
で
は
か
な
り

高
低
差
が
あ
る
た
め
、
水
圧
テ
ス

ト
も
兼
ね
て
の
訓
練
で
し
た
。

　
村
山
家
（
町
長
私
邸
）
に
は
歴

建
的
に
も
相
当
西
い
貰
顛
な
書
や

絵
画
、
ま
た
文
豪
坂
口
安
吾
に
ま

つ
わ
る
品
々
が
多
く
残
っ
て
い
る

と
い
う
事
で
、
現
在
私
的
博
物
館

と
し
て
皆
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
く

福
に
、
　
　
部
手
直
し
が
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
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越
後
地
誌
風
俗
全
書
に

「
む
か
し
は
民
問
に
て
夏
中
湯
を

沸
か
し
身
休
を
洗
う
な
ど
の
事
は

な
く
、
そ
の
日
の
家
業
を
終
わ
り

て
よ
り
老
幼
男
女
誘
い
合
わ
せ
、

か
ね
て
定
め
置
く
近
く
の
流
れ
、

　
　
　
　
ヂ
て
め
い
ロ

あ
る
い
は
溜
池
へ
行
き
、
水
に
浸

り
、
身
体
を
洗
い
し
と
い
う
。
冬

中
稀
に
湯
を
沸
か
し
、
身
体
を
洗

う
凶　

と
あ
る
。
こ
れ
は
家
庭
に
風
呂

が
な
か
っ
た
頃
の
話
だ
が
、
そ
れ

だ
け
に
熱
泉
が
湧
く
温
泉
は
貴
屯

で
あ
り
、
神
や
仏
が
授
け
た
も
の

と
し
て
尊
ん
で
き
た
。

　
ま
た
松
之
山
温
泉
は
占
く
か
ら

「
鷹
の
湯
」
と
し
て
知
ら
れ
、
親

し
ま
れ
て
き
た
が
、
ほ
か
に
も
熊

や
鹿
、
鶴
や
鷺
な
ど
、
動
物
発
見

説
に
よ
る
混
泉
は
数
多
い
。
こ
れ

ら
は
温
泉
の
も
つ
医
療
効
果
を
反

映
し
て
、
こ
う
し
た
伝
説
が
生
ま

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
江
戸
時
代
に
人
っ
て
松
之
山
の

出
湯
も
広
く
知
ら
れ
、
湯
治
客
が

訪
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
湯
銭
（
税

金
）
を
払
っ
て
公
認
の
温
泉
場
と

な
っ
た
。
松
平
光
、
長
時
代
（
一
六

．
．
四
～
八
一
）
に
高
田
領
内
で
湯

銭
を
L
納
し
、
営
業
を
公
認
さ
れ

て
い
た
温
泉
は
湯
沢
・
人
湯
・
栃

尾
又
、
そ
れ
に
松
之
山
の
四
か
所

だ
っ
た
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
こ
の

ほ
か
に
も
温
泉
は
発
見
さ
れ
て
い

た
ろ
う
が
、
多
く
は
冷
泉
で
あ
り
、

熱
泉
だ
っ
た
と
し
て
も
極
め
て
場

所
の
悪
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
に
違
い

な
い
。

　
妙
高
山
の
地
獄
谷
に
湧
く
湯
は

早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
こ

こ
は
関
山
権
現
（
別
当
寺
宝
蔵
院
）

の
社
領
で
あ
り
、
妙
高
山
が
信
仰

の
山
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
開
発
が

遅
れ
だ
。
そ
の
後
寺
側
と
の
折
衝

が
重
ね
ら
れ
、
地
獄
谷
か
ら
一
本

木
（
現
赤
倉
温
泉
）
ま
で
約
五
キ

ロ
の
問
を
引
湯
す
る
な
ど
、
多
額
、

の
費
川
を
か
け
て
開
湯
し
た
。
文

化
卜
．
二
年
（
．
八
一
六
）
の
こ
と

で
あ
る
。

　
訂
正
越
後
頸
城
郡
誌
稿
の
名
所

旧
跡
の
項
に
松
之
山
温
泉
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
　
「
当
国
巾
・
第
一
の

名
湯
と
称
し
名
高
し
」
と
し
な
が

ら
も「

何
れ
よ
り
行
く
も
従
来
瞼
坂
凹

醒
多
く
、
夏
期
こ
の
温
泉
に
行
く

者
双
．
r
で
汀
を
拭
う
に
邊
な
く
、

浴
槽
を
見
ざ
る
に
ま
ず
人
浴
す
し

も
の
の
如
く
、
そ
の
困
難
実
に
名

状
す
べ
か
ら
ず
。
為
に
多
く
は
夜

行
を
取
る
Q
Q
…
…
」

　
と
あ
る
。

　
当
時
、
松
之
山
温
泉
の
泉
源
は

白
川
館
の
裏
手
に
あ
っ
て
、
岩
問

か
ら
湧
き
出
る
湯
を
樋
で
湯
小
屋

へ
送
り
、
客
は
こ
こ
で
湯
浴
み
を

し
た
。
た
だ
し
湯
が
熱
い
た
め
別

に
水
を
引
き
人
れ
て
、
浴
槽
も
熱

　
　
　
び
ノ
ズ

の
湯
と
冷
の
湯
が
川
意
さ
れ
て
い

た
。
湯
小
屋
は
三
問
・
四
問
の
大

き
さ
で
、
道
が
湯
小
屋
を
囲
み
、

人
口
が
四
・
万
に
あ
っ
た
。
場
所
は

い
ま
の
共
同
浴
場
が
そ
れ
で
あ
る
。

男
女
混
浴
だ
っ
た
が
、
町
の
銭
湯

も
混
浴
だ
っ
た
か
ら
珍
し
く
は
な

か
っ
た
。

　
ち
な
み
に
江
戸
の
銭
湯
は
寛
政

．
二
年
（
一
し
九
一
）
の
改
革
で
混

浴
が
禁
止
さ
れ
た
と
い
う
が
、
真

偽
の
程
は
定
か
で
な
い
。
ま
た
明

治
二
年
．
一
月
、
い
粒
潟
県
は
銭
湯
の

男
女
，
混
浴
を
禁
止
し
て
い
る
。

　
湯
治
客
は
湯
銭
と
木
賃
を
払
っ

古い歴史を持つ湯本共同浴場、，

来年別の場所に改築される予定

て
宿
を
と
っ
た
。
木
賃
は
客
が
自

炊
の
た
め
薪
を
買
う
と
こ
ろ
か
ら

名
が
あ
り
、
こ
う
し
た
宿
を
木
賃

宿
と
も
い
っ
た
。
湯
銭
は
今
日
の

人
湯
税
と
い
え
る
も
の
で
、
湯
本

で
は
江
戸
中
期
に
は
一
回
り
六
十

六
文
だ
っ
た
。
　
一
回
り
を
七
口
と

し
、
そ
れ
以
上
の
滞
在
は
新
た
に

六
卜
六
文
を
払
っ
た
。
こ
れ
を
一

回
り
．
一
回
り
と
数
え
た
。

　
養
生
訓
で
知
ら
れ
る
具
原
益
軒

は
温
泉
入
浴
法
と
し
て

「
…
お
よ
そ
入
浴
は
実
症
の
病
者

も
H
に
一
、
一
度
よ
り
多
き
を
忌
む
。

虚
人
は
…
両
度
な
る
べ
し
。
日
の

長
短
に
も
よ
る
べ
し
。
繁
く
浴
す

る
こ
と
甚
だ
忌
む
。
強
き
人
も
湯

の
中
に
人
り
て
身
を
温
め
過
ご
す

べ
か
ら
ず
、
端
に
腰
か
け
て
湯
を

栂
に
て
注
ぐ
べ
し
。
久
し
か
ら
ず

し
て
口
ト
く
止
む
べ
し
。
温
め
過
ご

し
汗
を
出
す
べ
か
ら
ず
。
大
い
に

　
　
　
鉱
『
　
弘
か
、
琉
義
か

忌
む
。
日
数
は
七
日
ご
七
口
な
る

べ
し
。
こ
れ
を
俗
に
一
回
り
二
回

り
と
い
う
。
（
温
古
の
栞
）
」

　
と
説
い
て
い
る
が
、
松
之
山
温

泉
の
湯
銭
を
七
口
一
回
り
と
数
え

た
の
も
、
あ
る
い
は
こ
の
説
に
よ

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
文
責
　
相
沢
和
夫

　　　　　　　　　　　、）ゾーイヤ

松之山町総合保養地域
礁灘覇羅整備推進研修会開催

　
昨
年
卜
二
月
、
新
潟
県
に
お
け

る
リ
ゾ
ー
ト
開
発
計
画
が
国
よ
り

承
認
さ
れ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
マ
イ
ラ
イ
フ
リ
ゾ
；
ト
新
潟
（
雪

と
緑
の
ふ
る
さ
と
）
と
名
付
ら
れ

た
こ
の
構
想
は
、
十
日
町
・
魚
沼

東
頸
城
な
ど
八
つ
の
重
点
地
区
を

中
心
と
し
た
リ
ゾ
ー
ト
開
発
を
H

指
し
て
お
り
、
松
之
山
は
南
越
後

地
区
に
属
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、

民
聞
企
業
の
進
出
を
呼
び
か
け
な

が
ら
町
独
自
の
開
発
を
進
め
、
約

十
年
を
め
ど
に
整
備
し
て
行
く
事

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
具
体
的
な
計
画
作
り
に

先
が
け
て
、
県
の
リ
ゾ
ー
ト
開
発

購

轟』雪　・矯饗誕
　開発の進め方などを講演する毛利課長

推
進
担
当
を
講
師
に
招
い
て
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
四
月
十
八
日
、
自
然
休
養
村
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
こ
の
研
修
会

に
は
、
講
師
と
し
て
県
企
画
調
整

部
土
地
利
川
対
策
課
の
毛
利
信
二

課
長
と
小
柳
副
参
事
が
招
か
れ
、

約
二
時
間
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
の
出
席
者
は
町
長
は
じ
め
、

町
総
合
保
養
地
域
整
備
推
進
委
員

の
皆
さ
ん
、
議
員
、
農
業
委
員
、

教
育
委
員
な
ど
五
十
名
の
方
々
で
、

松
之
山
の
将
来
を
左
右
す
る
問
題

だ
け
に
熱
心
に
メ
モ
を
取
る
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

“これから松之山町がどう変化して行くの

か。熱心に耳を傾むける皆さん。

を
迎
え
て
の
一
年

成
果
　
反
省
・
課
題
を
冊
子
に

　
浦
…
小
学
校
（
楡
井
章
校
．
長
）

で
は
、
地
域
や
．
r
供
た
ち
の
活
性

化
と
複
式
賜
．
r
級
の
解
消
の
た
め
に

浦
川
地
区
が
取
り
組
ん
だ
”
山
村

留
学
”
に
よ
る
児
章
を
咋
年
初
め
』

て
五
名
受
け
人
れ
ま
し
た
。
こ
の

程
、
そ
の
山
村
留
学
生
を
受
け
人

れ
て
か
ら
の
…
年
間
を
一
冊
の
本

に
ま
と
め
、
新
年
度
へ
の
課
題
と

ス
テ
ッ
プ
と
し
て
利
用
す
る
皐
に

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
冊
子
を
作
る
に
あ
た
っ
て

楡
井
校
長
は
「
親
元
を
離
れ
て
来

た
山
留
生
の
考
え
方
や
対
応
の
違

い
に
大
き
く
迷
っ
た
事
も
多
か
っ

た
が
、
地
元
の
児
童
や
先
生
方
も

勉
強
さ
せ
ら
れ
る
点
が
沢
山
あ
り
、

大
変
な
中
に
も
大
き
な
進
歩
が
見

ら
れ
た
凶
と
話
し
て
お
り
ま
す
。

　
浦
田
に
は
現
在
四
人
の
小
学
生

（
五
年
一
人
・
六
年
三
人
）
と
三

人
の
中
学
生
（
一
年
一
人
・
二
年

二
人
）
高
校
生
二
名
の
合
計
九
名

が
、
親
元
を
離
れ
て
山
村
留
学
生

と
し
て
生
活
し
て
い
ま
す
。
山
留

生
は
一
カ
月
の
う
ち
二
十
日
間
は

受
け
人
れ
先
の
民
家
で
、
ま
た
十

口
間
は
中
立
山
に
あ
る
山
留
セ
ン

タ
ー
で
共
同
生
活
を
し
て
お
り
、

一
年
で
見
違
え
る
ほ
ど
た
く
ま
し

く
育
っ
て
い
ま
す
。

今年も六年生の昆野貴行君
（神奈川県）が、新しく入学

し、4人になりました。
（山留生の歓迎式スナップ）
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越
後
地
誌
風
俗
全
書
に

「
む
か
し
は
民
問
に
て
夏
中
湯
を

沸
か
し
身
休
を
洗
う
な
ど
の
事
は

な
く
、
そ
の
日
の
家
業
を
終
わ
り

て
よ
り
老
幼
男
女
誘
い
合
わ
せ
、

か
ね
て
定
め
置
く
近
く
の
流
れ
、

　
　
　
　
ヂ
て
め
い
ロ

あ
る
い
は
溜
池
へ
行
き
、
水
に
浸

り
、
身
体
を
洗
い
し
と
い
う
。
冬

中
稀
に
湯
を
沸
か
し
、
身
体
を
洗

う
凶　

と
あ
る
。
こ
れ
は
家
庭
に
風
呂

が
な
か
っ
た
頃
の
話
だ
が
、
そ
れ

だ
け
に
熱
泉
が
湧
く
温
泉
は
貴
屯

で
あ
り
、
神
や
仏
が
授
け
た
も
の

と
し
て
尊
ん
で
き
た
。

　
ま
た
松
之
山
温
泉
は
占
く
か
ら

「
鷹
の
湯
」
と
し
て
知
ら
れ
、
親

し
ま
れ
て
き
た
が
、
ほ
か
に
も
熊

や
鹿
、
鶴
や
鷺
な
ど
、
動
物
発
見

説
に
よ
る
混
泉
は
数
多
い
。
こ
れ

ら
は
温
泉
の
も
つ
医
療
効
果
を
反

映
し
て
、
こ
う
し
た
伝
説
が
生
ま

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
江
戸
時
代
に
人
っ
て
松
之
山
の

出
湯
も
広
く
知
ら
れ
、
湯
治
客
が

訪
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
湯
銭
（
税

金
）
を
払
っ
て
公
認
の
温
泉
場
と

な
っ
た
。
松
平
光
、
長
時
代
（
一
六

．
．
四
～
八
一
）
に
高
田
領
内
で
湯

銭
を
L
納
し
、
営
業
を
公
認
さ
れ

て
い
た
温
泉
は
湯
沢
・
人
湯
・
栃

尾
又
、
そ
れ
に
松
之
山
の
四
か
所

だ
っ
た
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
こ
の

ほ
か
に
も
温
泉
は
発
見
さ
れ
て
い

た
ろ
う
が
、
多
く
は
冷
泉
で
あ
り
、

熱
泉
だ
っ
た
と
し
て
も
極
め
て
場

所
の
悪
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
に
違
い

な
い
。

　
妙
高
山
の
地
獄
谷
に
湧
く
湯
は

早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
こ

こ
は
関
山
権
現
（
別
当
寺
宝
蔵
院
）

の
社
領
で
あ
り
、
妙
高
山
が
信
仰

の
山
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
開
発
が

遅
れ
だ
。
そ
の
後
寺
側
と
の
折
衝

が
重
ね
ら
れ
、
地
獄
谷
か
ら
一
本

木
（
現
赤
倉
温
泉
）
ま
で
約
五
キ

ロ
の
問
を
引
湯
す
る
な
ど
、
多
額
、

の
費
川
を
か
け
て
開
湯
し
た
。
文

化
卜
．
二
年
（
．
八
一
六
）
の
こ
と

で
あ
る
。

　
訂
正
越
後
頸
城
郡
誌
稿
の
名
所

旧
跡
の
項
に
松
之
山
温
泉
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
　
「
当
国
巾
・
第
一
の

名
湯
と
称
し
名
高
し
」
と
し
な
が

ら
も「

何
れ
よ
り
行
く
も
従
来
瞼
坂
凹

醒
多
く
、
夏
期
こ
の
温
泉
に
行
く

者
双
．
r
で
汀
を
拭
う
に
邊
な
く
、

浴
槽
を
見
ざ
る
に
ま
ず
人
浴
す
し

も
の
の
如
く
、
そ
の
困
難
実
に
名

状
す
べ
か
ら
ず
。
為
に
多
く
は
夜

行
を
取
る
Q
Q
…
…
」

　
と
あ
る
。

　
当
時
、
松
之
山
温
泉
の
泉
源
は

白
川
館
の
裏
手
に
あ
っ
て
、
岩
問

か
ら
湧
き
出
る
湯
を
樋
で
湯
小
屋

へ
送
り
、
客
は
こ
こ
で
湯
浴
み
を

し
た
。
た
だ
し
湯
が
熱
い
た
め
別

に
水
を
引
き
人
れ
て
、
浴
槽
も
熱

　
　
　
び
ノ
ズ

の
湯
と
冷
の
湯
が
川
意
さ
れ
て
い

た
。
湯
小
屋
は
三
問
・
四
問
の
大

き
さ
で
、
道
が
湯
小
屋
を
囲
み
、

人
口
が
四
・
万
に
あ
っ
た
。
場
所
は

い
ま
の
共
同
浴
場
が
そ
れ
で
あ
る
。

男
女
混
浴
だ
っ
た
が
、
町
の
銭
湯

も
混
浴
だ
っ
た
か
ら
珍
し
く
は
な

か
っ
た
。

　
ち
な
み
に
江
戸
の
銭
湯
は
寛
政

．
二
年
（
一
し
九
一
）
の
改
革
で
混

浴
が
禁
止
さ
れ
た
と
い
う
が
、
真

偽
の
程
は
定
か
で
な
い
。
ま
た
明

治
二
年
．
一
月
、
い
粒
潟
県
は
銭
湯
の

男
女
，
混
浴
を
禁
止
し
て
い
る
。

　
湯
治
客
は
湯
銭
と
木
賃
を
払
っ

古い歴史を持つ湯本共同浴場、，

来年別の場所に改築される予定

て
宿
を
と
っ
た
。
木
賃
は
客
が
自

炊
の
た
め
薪
を
買
う
と
こ
ろ
か
ら

名
が
あ
り
、
こ
う
し
た
宿
を
木
賃

宿
と
も
い
っ
た
。
湯
銭
は
今
日
の

人
湯
税
と
い
え
る
も
の
で
、
湯
本

で
は
江
戸
中
期
に
は
一
回
り
六
十

六
文
だ
っ
た
。
　
一
回
り
を
七
口
と

し
、
そ
れ
以
上
の
滞
在
は
新
た
に

六
卜
六
文
を
払
っ
た
。
こ
れ
を
一

回
り
．
一
回
り
と
数
え
た
。

　
養
生
訓
で
知
ら
れ
る
具
原
益
軒

は
温
泉
入
浴
法
と
し
て

「
…
お
よ
そ
入
浴
は
実
症
の
病
者

も
H
に
一
、
一
度
よ
り
多
き
を
忌
む
。

虚
人
は
…
両
度
な
る
べ
し
。
日
の

長
短
に
も
よ
る
べ
し
。
繁
く
浴
す

る
こ
と
甚
だ
忌
む
。
強
き
人
も
湯

の
中
に
人
り
て
身
を
温
め
過
ご
す

べ
か
ら
ず
、
端
に
腰
か
け
て
湯
を

栂
に
て
注
ぐ
べ
し
。
久
し
か
ら
ず

し
て
口
ト
く
止
む
べ
し
。
温
め
過
ご

し
汗
を
出
す
べ
か
ら
ず
。
大
い
に

　
　
　
鉱
『
　
弘
か
、
琉
義
か

忌
む
。
日
数
は
七
日
ご
七
口
な
る

べ
し
。
こ
れ
を
俗
に
一
回
り
二
回

り
と
い
う
。
（
温
古
の
栞
）
」

　
と
説
い
て
い
る
が
、
松
之
山
温

泉
の
湯
銭
を
七
口
一
回
り
と
数
え

た
の
も
、
あ
る
い
は
こ
の
説
に
よ

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
文
責
　
相
沢
和
夫

　　　　　　　　　　　、）ゾーイヤ
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礁灘覇羅整備推進研修会開催

　
昨
年
卜
二
月
、
新
潟
県
に
お
け

る
リ
ゾ
ー
ト
開
発
計
画
が
国
よ
り

承
認
さ
れ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
マ
イ
ラ
イ
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ゾ
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潟
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れ
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こ
の
ほ
ど
町
内
三
十
一
、
名
の
方

た
ち
に
よ
っ
て
”
松
之
山
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
”
が
結
成
さ
れ
、
そ

の
結
成
式
が
四
月
二
十
、
．
、
H
の
日

曜
日
に
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
結
成
式
に
は
船
橋
中

央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
な
ど
、
．
．

十
二
の
ブ
ラ
ザ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
二

六
〇
名
ほ
ど
が
出
席
、
大
変
盛
人

な
結
成
式
と
な
り
ま
し
た
。

怖朗ラ妨彩署笛蔽墜

ライオンズクラブ結成を喜ぶ村山町長

　　　（町長もメンバーの1人です）

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
一
九

一
七
年
（
七
．
一
年
前
）
に
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
で
発
足
し
、
そ
の
精
神

は
”
人
類
・
一
般
に
奉
仕
す
る
こ

と
”
で
、
ク
ラ
ブ
員
に
な
る
事
に

よ
っ
て
知
性
を
高
め
、
友
愛
と
寛

容
の
精
神
を
養
い
、
．
平
和
と
自
由

を
守
り
、
社
会
奉
仕
に
努
め
る
義

務
が
負
わ
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
の
ク
ラ
ブ
及
び
会
員
数
は

初代会長となる柳靖治さんが加盟申請書にサイ会ラ目順れ地クし　L六
ンし、正式なクラブとなりました　　　　　　長ブ　’位ま区ラて　’二
　　　　　　　　　　　　　　　轟こと約1壷よす。ブお一・カ

地区ガバナーの手によってメンバー1人

1人にラペルボタンと帽子が贈呈されました

初
代
会
長
柳
さ
ん
が

ラ
イ
オ
ン
ズ
の
誓
い
を
述
べ
る

世
界
一

ラ
ブ
以

し
活
動

オ
ン
ズ

冒
ご
』
9
一
A

所
，
瓜
さ

　
結
成

一
九
番

H
の
ク

　
初
代

全
H
本
で
二
、
九

潟
県
で
は
七
一
．
番

な
り
ま
す
。

は
柳
靖
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松
之
山
に
「
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
」

　
　
　
　
　
　
が
結
成
さ
れ
ま
し
た

本
）
が
選
川
さ
れ
、
第
一
副
会
長

に
志
賀
隆
広
さ
ん
、
第
二
副
会
長

に
丸
山
定
一
さ
ん
が
、
幹
事
に
は

飯
塚
哲
郎
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
ク
ラ
ブ
事
務
所
、
一
カ
月
二
回

の
例
会
会
場
は
商
．
L
会
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
H
行
わ
れ
た
結
成
式
の
準

備
・
進
行
は
、
一
．
一
年
前
結
成
さ
れ

た
松
代
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
中

心
と
な
っ
て
行
わ
れ
、
九
月
に
行

わ
れ
る
チ
ャ
ー
タ
ー
ナ
イ
ト
（
披

露
宴
）
は
松
之
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
が
ヒ
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

クラブ員32名が紹介される

町には監査委員が居り監査をし

ておられると聞きますが、どのよ

うな内容を監査するのですか。

　　　　　　　　　藤原部落　一住民

5
o

皆さんからのお便りをお待ちして

います。 役場議会事務局まで

平成元年度定期監査実施計画表

5月 農業共済事業運営状況調査（産業課〉 9月 高齢者等肉牛飼育モデル事業基金（国）

土地開発基金

町債管理基金

ふるさとの森事業基金

観光施設整備基金

ふる里創生基金

6月 豪雪基金（最終）調査確認（住民課）

各種共同募金調査（社会福祉協議会他）

7月 農業委員会関係（後継者問題含む）調査（産業課）

水田農業確立対策事業関係調査（〃）

8月 消防施設状況調査（総務課）

湯本防雪工事状況調査（振興課）

美人林駐車場設置状況調査（〃）

共同浴場状況調査（〃）

10月 林道整備状況調査（振興課）

集落センター工事執行状況調査（産業課）

町道改良、舗装工事現況調査（建設課）

町民グランド工事進渉状況調査（教委）

森林組合委託事業調査（森林組合）

9月 一般会計

国民健康保険特別会計

国民健康保険直診会計

簡易水道事業特別会計

老人保健特別会計

奨学金基金

国民年金印紙購売基金

肉用牛導入事業基金（町単）

11月 農業振興補助金利用状況調査（産業課）

平成2年

1月 保健衛生業務全般調査（住民課）

2月 松里かんぱい事業等執行状況調査（産業課〉

3月 農地現況課税業務進捗状況調査（総務課

スキー場会計状況調査（振興課〉

お
答
え
し
ま
す
H
町
に
は
監
査
委

員
が
二
人
お
り
ま
し
て
、
一
人
は

学
識
経
験
者
、
も
う
一
人
は
議
会

か
ら
町
長
が
選
任
し
て
議
会
の
同

意
を
得
て
選
ば
れ
る
事
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
毎
月
十
五
日
に
例
月
監
査
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
都
合
に
よ
っ
て

日
を
変
更
す
る
事
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
に
次
の
よ
う
な
事
業
内
容

に
つ
い
て
監
査
又
は
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
　
　
（
議
会
事
務
局
）

四
方
山
に
若
葉
還
り
て
気
の
晴
る
る

健
苗
を
見
舞
え
ば
ひ
と
り
悦
に
入
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒

倉

空
の
色
地
に
育
み
て
犬
ふ
ぐ
り

エ
プ
ロ
ン
の
白
さ
が
走
る
若
葉
風

藤
の
実
の
弾
け
る
音
や
山
日
和
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山

草　　　 井

村　　　　部
正　　　　朝
孝　　　　女

　　　　朝
　　　　子
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越
後
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菓
の
元
と
摘
む
蓬
ぎ

飛
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里
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か
ら
く
り
だ
し
と
春
の
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
音
寺

滝
沢
流
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艮
乍

多
イ
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来
る
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治
客

前
掛
の
胡
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分
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ふ
両
隣

亡
母
に
似
る
仕
種
と
言
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れ
菜
を
間
引
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山

同
沢
秀
女
（
秀
子

大
櫻
芽
吹
く
念
ヵ
お
と
ろ
へ
ず

さ
く
ら
咲
く
浄
土
も
こ
ん
な
処
か
な

谷

鈴
木
俊

園
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俳
句
ば
か
り
で
な
く
短
歌
・
川

　
　
　
　
俳
句
闘
姓
講
曙
糠
雛
鶴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
こ
た
ま

　
研
す
る
校
内
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送
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れ
ん
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リ

　
客
に
汲
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新
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滴
懇
ろ
に
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郭
公
の
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透
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通
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松
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一
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ラ
イ
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ン
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ラ
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．
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．
．
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ザ
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　　　　　　　　　　　　　　　瓢　　　　　　　　　　　　　　　～

　　　　　　　　　　　　繋　　　　　　　　婁
　　　　　還

て

　
松
之
山
町
で
は
、
昨
年
三
月
卜

三
日
以
来
一
年
以
L
無
火
災
が
続

い
て
い
ま
す
。

　
松
之
山
分
遣
所
で
は
、
こ
の
記

録
が
一
H
で
も
長
く
続
く
よ
う
に

祈
願
し
て
、
．
庁
舎
前
に
「
無
火
災

O
に
ち
」
の
人
．
看
板
を
設
置
し
ま

し
た
。
毎
H
朝
、
職
員
が
数
字
板

を
差
し
替
え
、
通
行
す
る
人
た
ち

に
火
の
川
心
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。

　　　　　一1黒遭瓢畿

松之山分遣所前に建てられた無火災日数を告げる

看板。1日でも長く続けたいという願いを込めて

　　　　　　　》…ハ顧

　　　　　　製哩囑」曲／

「
火
災
予
防
運
動
を

　
　
　
　
振
り
返
つ
～

　
　
　
（
四
月
一
日
～
十
四
日
）

　
町
内
四
ケ
所
の
保
育
所
の
幼
年

消
防
ク
ラ
ブ
員
を
訪
問
し
、
防
火

ぬ
り
え
（
全
紙
大
）
を
贈
呈
し
、

火
遊
び
を
し
な
い
よ
う
に
と
防
火

指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
五
月
三
十
一
口
ま
で
山

火
事
防
止
迦
動
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
た
き
火
・
野
焼
き
を
す
る

時
は
、
充
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
・
蕊

　
　
　
　
　
　
，
な

　
　
　
　
　
　
　
き

　
　
　
　
　
　
　
大
）

　
　
　
　
　
　
　
る
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
所

　
　
　
　
　
　
　
。
力
育

麹、瀦’》F『

「
歯
の
生
え
替
わ
り
」

　
人
問
の
歯
は
一
生
に
一
度
生
え

替
わ
り
、
子
供
の
歯
は
乳
歯
、
生

え
替
わ
っ
た
大
人
の
歯
は
永
久
歯

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
歯
の
生
え
替
わ
り
は
、
だ
い
た

い
小
学
校
へ
人
る
頃
か
ら
始
ま
り
、

こ
の
頃
、
日
を
大
き
く
開
け
て
一

番
奥
の
所
、
今
ま
で
歯
が
な
か
っ

た
所
を
見
る
と
、
新
し
い
大
き
な

歯
が
生
え
て
い
る
の
に
気
が
つ
き

ま
す
。
こ
の
歯
は
六
歳
頃
生
え
る

人
が
多
い
の
で
六
歳
臼
歯
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
最
近
の
お
チ
さ
ん
の
成
長
は
著

し
く
四
～
五
歳
頃
、
既
に
こ
の
歯

が
生
え
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ポ
た
、
こ
の
六
歳
臼
歯
は
既
に
生

え
て
い
る
乳
歯
の
後
ろ
の
歯
ぐ
き

か
ら
最
初
に
生
え
て
く
る
の
で
、

気
が
つ
か
な
い
こ
と
が
多
く
、
乳

歯
と
問
違
っ
て
お
ら
れ
る
お
母
さ

ま
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
六
歳
臼
歯
が
生
え
、

前
歯
が
生
え
替
わ
る
と
、
あ
と
は

大
体
前
の
方
か
ら
順
番
に
生
え
替

わ
り
、
す
っ
か
り
生
え
替
わ
る
と

最
後
に
六
歳
臼
歯
の
そ
の
ま
た
奥

に
も
う
一
本
の
新
し
い
歯
が
生
え

て
来
ま
す
。
年
齢
的
に
は
十
二
歳

頃
で
し
ょ
う
か
。
い
わ
ゆ
る
第
二

臼
歯
が
生
え
て
歯
の
生
え
替
わ
り

は
ひ
と
ま
ず
終
わ
り
に
な
り
ま
す
。

　
歯
の
生
え
替
わ
る
時
期
は
、
子

供
さ
ん
に
よ
っ
て
個
人
差
が
あ
り

ま
す
が
、
あ
ま
り
遅
い
よ
う
な
ら

一
度
、
歯
医
者
さ
ん
に
相
談
し
て

み
る
の
も
必
要
で
し
ょ
う
。
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ご

公
共
施
設
整
備
に

　
簡
易
保
険
、
郵
便
年
金
積
立
金

の
力
を
借
り
て
、
町
の
色
々
な
施

設
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
六
十
三
年
度
の
各
事
業
別

借
入
額
は
、
次
の
と
お
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。

▽
団
体
営
地
す
べ
り
関
連
圃
場
整

備
事
業
　
　
　
　
　
一
九
〇
万
円

事
業
内
訳
・
持
田
地
区
三
〇
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
獣

役
立
つ

　
穴
畑
地
区
　
　
　
一
二
〇
万
円

　
藤
倉
地
区
　
　
　
　
三
〇
万
円

越
地
区
　
　
　
一
〇
万
円

　
以
上
四
地
区
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
加
入
者
の
共
同
財

産
で
あ
る
積
立
金
、
地
方
自
治
体

に
融
資
さ
れ
、
住
民
の
産
業
基
盤

整
備
に
大
き
く
関
与
し
て
い
ま
す
。
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基盤整備の進む松里地区、留山ダムからの

通水ももうすぐ行われる。

「ゴミ」の分別収集

にご協力を

　
　
．
ノ

　
　
　
心型

グ
驚
一

窄
働

　
分
別
収
集
と
は
、
ゴ
ミ
処
理
を

効
率
的
に
進
め
る
た
め
に
採
川
さ

れ
て
い
る
方
法
で
す
。
燃
え
る
ゴ

ミ
と
燃
え
な
い
ゴ
ミ
と
い
う
よ
う

に
、
そ
の
後
の
処
理
工
程
ご
と
に

あ
ら
か
じ
め
仕
分
け
し
て
ゴ
ミ
を

集
め
る
方
法
を
い
い
ま
す
。

①
可
燃
ゴ
ミ
（
燃
え
る
ゴ
ミ
）
②
不

燃
ゴ
ミ
（
燃
え
な
い
ゴ
ミ
）
③
粗

大
ゴ
ミ
（
大
型
ゴ
ミ
）
④
特
殊
ゴ

ミ
（
有
害
性
）
⑤
危
険
物
な
ど
に

分
け
る
の
が
一
般
的
で
す
。

な
ぜ
分
別
収
集
が
必
要
な
の
か
？

　
家
庭
か
ら
収
集
さ
れ
た
ゴ
ミ
は
、

燃
え
る
ゴ
ミ
に
つ
い
て
は
焼
却
施

設
で
焼
却
さ
れ
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ

に
つ
い
て
は
埋
め
立
て
処
分
に
さ

れ
る
の
が
普
通
で
す
。
も
し
、
燃

え
な
い
ゴ
ミ
を
燃
却
施
設
に
持
っ

て
い
く
と
、
燃
却
効
率
を
低
め
る

だ
け
で
な
く
、
ム
ダ
な
経
費
が
か

か
り
、
焼
却
炉
を
い
た
め
る
結
果

と
も
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
あ
ら
か
じ
め
燃
え
る

も
の
と
燃
え
な
い
も
の
と
に
分
け

て
収
集
し
た
方
が
、
少
な
い
経
費

で
効
率
の
よ
い
処
理
が
で
き
ま
す
。

　
家
庭
・
旅
館
な
ど
で
出
さ
れ
る

生
ゴ
ミ
は
、
き
ち
ん
と
分
別
し
て

出
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ご寄付ありがとう

　　ございました

「みなかみの里」

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
み
な

か
み
の
里
」
　
（
新
井
市
L
新
保
）

の
開
設
に
あ
た
り
、
昨
年
末
皆
様

方
か
ら
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
目
標
の
九
八
・

八
％
、
二
、
四
六
八
万
円
余
の
浄

財
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
し
た
こ

と
に
、
紙
L
を
お
借
り
し
て
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
「
み
な
か
み
の
里
」
は
、

L
越
地
域
全
体
の
施
設
で
す
の
で

多
く
の
地
域
の
皆
様
方
が
ご
利
川

で
き
ま
す
。
詳
細
は
、
役
場
福
祉

係
に
お
開
き
く
だ
さ
い
。

　
上
越
地
域
心
身
障
害
者
福
祉
施

設
設
置
促
進
協
議
会
長
　
広
瀬
光

准
。
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松
之
山
町
で
は
、
昨
年
三
月
卜

三
日
以
来
一
年
以
L
無
火
災
が
続

い
て
い
ま
す
。

　
松
之
山
分
遣
所
で
は
、
こ
の
記

録
が
一
H
で
も
長
く
続
く
よ
う
に

祈
願
し
て
、
．
庁
舎
前
に
「
無
火
災

O
に
ち
」
の
人
．
看
板
を
設
置
し
ま

し
た
。
毎
H
朝
、
職
員
が
数
字
板

を
差
し
替
え
、
通
行
す
る
人
た
ち

に
火
の
川
心
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。

　　　　　一1黒遭瓢畿

松之山分遣所前に建てられた無火災日数を告げる

看板。1日でも長く続けたいという願いを込めて

　　　　　　　》…ハ顧

　　　　　　製哩囑」曲／

「
火
災
予
防
運
動
を

　
　
　
　
振
り
返
つ
～

　
　
　
（
四
月
一
日
～
十
四
日
）

　
町
内
四
ケ
所
の
保
育
所
の
幼
年

消
防
ク
ラ
ブ
員
を
訪
問
し
、
防
火

ぬ
り
え
（
全
紙
大
）
を
贈
呈
し
、

火
遊
び
を
し
な
い
よ
う
に
と
防
火

指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
五
月
三
十
一
口
ま
で
山

火
事
防
止
迦
動
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
た
き
火
・
野
焼
き
を
す
る

時
は
、
充
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
・
蕊

　
　
　
　
　
　
，
な

　
　
　
　
　
　
　
き

　
　
　
　
　
　
　
大
）

　
　
　
　
　
　
　
る
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
所

　
　
　
　
　
　
　
。
力
育

麹、瀦’》F『

「
歯
の
生
え
替
わ
り
」

　
人
問
の
歯
は
一
生
に
一
度
生
え

替
わ
り
、
子
供
の
歯
は
乳
歯
、
生

え
替
わ
っ
た
大
人
の
歯
は
永
久
歯

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
歯
の
生
え
替
わ
り
は
、
だ
い
た

い
小
学
校
へ
人
る
頃
か
ら
始
ま
り
、

こ
の
頃
、
日
を
大
き
く
開
け
て
一

番
奥
の
所
、
今
ま
で
歯
が
な
か
っ

た
所
を
見
る
と
、
新
し
い
大
き
な

歯
が
生
え
て
い
る
の
に
気
が
つ
き

ま
す
。
こ
の
歯
は
六
歳
頃
生
え
る

人
が
多
い
の
で
六
歳
臼
歯
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
最
近
の
お
チ
さ
ん
の
成
長
は
著

し
く
四
～
五
歳
頃
、
既
に
こ
の
歯

が
生
え
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ポ
た
、
こ
の
六
歳
臼
歯
は
既
に
生

え
て
い
る
乳
歯
の
後
ろ
の
歯
ぐ
き

か
ら
最
初
に
生
え
て
く
る
の
で
、

気
が
つ
か
な
い
こ
と
が
多
く
、
乳

歯
と
問
違
っ
て
お
ら
れ
る
お
母
さ

ま
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
六
歳
臼
歯
が
生
え
、

前
歯
が
生
え
替
わ
る
と
、
あ
と
は

大
体
前
の
方
か
ら
順
番
に
生
え
替

わ
り
、
す
っ
か
り
生
え
替
わ
る
と

最
後
に
六
歳
臼
歯
の
そ
の
ま
た
奥

に
も
う
一
本
の
新
し
い
歯
が
生
え

て
来
ま
す
。
年
齢
的
に
は
十
二
歳

頃
で
し
ょ
う
か
。
い
わ
ゆ
る
第
二

臼
歯
が
生
え
て
歯
の
生
え
替
わ
り

は
ひ
と
ま
ず
終
わ
り
に
な
り
ま
す
。

　
歯
の
生
え
替
わ
る
時
期
は
、
子

供
さ
ん
に
よ
っ
て
個
人
差
が
あ
り

ま
す
が
、
あ
ま
り
遅
い
よ
う
な
ら

一
度
、
歯
医
者
さ
ん
に
相
談
し
て

み
る
の
も
必
要
で
し
ょ
う
。
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ご

公
共
施
設
整
備
に

　
簡
易
保
険
、
郵
便
年
金
積
立
金

の
力
を
借
り
て
、
町
の
色
々
な
施

設
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
六
十
三
年
度
の
各
事
業
別

借
入
額
は
、
次
の
と
お
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。

▽
団
体
営
地
す
べ
り
関
連
圃
場
整

備
事
業
　
　
　
　
　
一
九
〇
万
円

事
業
内
訳
・
持
田
地
区
三
〇
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
獣

役
立
つ

　
穴
畑
地
区
　
　
　
一
二
〇
万
円

　
藤
倉
地
区
　
　
　
　
三
〇
万
円

越
地
区
　
　
　
一
〇
万
円

　
以
上
四
地
区
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
加
入
者
の
共
同
財

産
で
あ
る
積
立
金
、
地
方
自
治
体

に
融
資
さ
れ
、
住
民
の
産
業
基
盤

整
備
に
大
き
く
関
与
し
て
い
ま
す
。
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基盤整備の進む松里地区、留山ダムからの

通水ももうすぐ行われる。

「ゴミ」の分別収集

にご協力を

　
　
．
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心型

グ
驚
一

窄
働

　
分
別
収
集
と
は
、
ゴ
ミ
処
理
を

効
率
的
に
進
め
る
た
め
に
採
川
さ

れ
て
い
る
方
法
で
す
。
燃
え
る
ゴ

ミ
と
燃
え
な
い
ゴ
ミ
と
い
う
よ
う

に
、
そ
の
後
の
処
理
工
程
ご
と
に

あ
ら
か
じ
め
仕
分
け
し
て
ゴ
ミ
を

集
め
る
方
法
を
い
い
ま
す
。

①
可
燃
ゴ
ミ
（
燃
え
る
ゴ
ミ
）
②
不

燃
ゴ
ミ
（
燃
え
な
い
ゴ
ミ
）
③
粗

大
ゴ
ミ
（
大
型
ゴ
ミ
）
④
特
殊
ゴ

ミ
（
有
害
性
）
⑤
危
険
物
な
ど
に

分
け
る
の
が
一
般
的
で
す
。

な
ぜ
分
別
収
集
が
必
要
な
の
か
？

　
家
庭
か
ら
収
集
さ
れ
た
ゴ
ミ
は
、

燃
え
る
ゴ
ミ
に
つ
い
て
は
焼
却
施

設
で
焼
却
さ
れ
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ

に
つ
い
て
は
埋
め
立
て
処
分
に
さ

れ
る
の
が
普
通
で
す
。
も
し
、
燃

え
な
い
ゴ
ミ
を
燃
却
施
設
に
持
っ

て
い
く
と
、
燃
却
効
率
を
低
め
る

だ
け
で
な
く
、
ム
ダ
な
経
費
が
か

か
り
、
焼
却
炉
を
い
た
め
る
結
果

と
も
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
あ
ら
か
じ
め
燃
え
る

も
の
と
燃
え
な
い
も
の
と
に
分
け

て
収
集
し
た
方
が
、
少
な
い
経
費

で
効
率
の
よ
い
処
理
が
で
き
ま
す
。

　
家
庭
・
旅
館
な
ど
で
出
さ
れ
る

生
ゴ
ミ
は
、
き
ち
ん
と
分
別
し
て

出
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ご寄付ありがとう

　　ございました

「みなかみの里」

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
み
な

か
み
の
里
」
　
（
新
井
市
L
新
保
）

の
開
設
に
あ
た
り
、
昨
年
末
皆
様

方
か
ら
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
目
標
の
九
八
・

八
％
、
二
、
四
六
八
万
円
余
の
浄

財
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
し
た
こ

と
に
、
紙
L
を
お
借
り
し
て
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
「
み
な
か
み
の
里
」
は
、

L
越
地
域
全
体
の
施
設
で
す
の
で

多
く
の
地
域
の
皆
様
方
が
ご
利
川

で
き
ま
す
。
詳
細
は
、
役
場
福
祉

係
に
お
開
き
く
だ
さ
い
。

　
上
越
地
域
心
身
障
害
者
福
祉
施

設
設
置
促
進
協
議
会
長
　
広
瀬
光
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6月4日は
「県知事選挙」の投票日です！

　君県知事の任期途中の辞任により新しい県知事を選ぶ

選挙が、5月15日告示、』6月4日投票という日程で実施

される事になりました。

　今年は7月に参議院議員選挙も予定されており、選挙

の年となりそうです。

　県知事選挙の投票時間は、午前7時から午後6時まで

となっています。

　これからの新潟県をまかせる大切な選挙です。棄権す

る事のないようにしてください。

c禽9 凹

おめでた（幽生）
あい

愛ちゃん

w・　）

り馨蔽
パ　　筆

適甕　　　　　￥、　、
　　　　　　　ロ　　し　　　　　ヤヤ

駒ξ誌l　l
　　　謎

渡辺新一さんの二女（松之山）

お《や》み（魏亡）

高橋キミさん

樋ロギンさん

南雲チヨさん

佐藤マツさん

81歳　　（天水島）　峰坂

80歳　　（湯　山）　弥えん

84歳　　（西之前）　もんにん

79歳　　（天水越）　加暮

※4月25日までの届出分です。

黒
1
の
ホ
ウ
リ
込
み
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
白
2

と
取
れ
ば
、
黒
3
、
白
4
を
利
か
し
ま
す
。
黒

5
ま
で
示
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
正
解

●
③
　
　
　●
4
　 a●

σ）0（一）●b

4
月
号
の
答
え

正解者

　若井千代松さん（小　谷）

　村山　　　伸さん　（湯　本）

　久保田光栄さん（天水島）

詰
碁
の
解
答
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

5
月
2
5
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
な
ど
で
役
場
広
報
担

当
ま
で
。
正
解
者
に
は
粗
品
を
進
呈
。

●
○　　●

　●

腎

黒先攻め合い勝ち（5手まで）

手数をちぢめる。

有
段
を
め
ざ
し
て

郎 ）
一
r

　　　　　　　　　　　　　　“襲肇
　　　　　　　　　　　　　ハ

霧のψ・灘君もやろうよ！

土曜閉庁に

ご協力ください
　　　　（新潟県）

平威元年4月の例

謡…水木金し㊥
　234567⑧
燃i講⑱

　県では4月1Hより月の第2、第4土曜
日を閉庁と決め、県庁及び大半の出先機関

は日曜日と同様、業務が休みとなっており

ますので注意していただくとともに、ご理

解とご協力をお願いします。

　なお、県立病院、県立図書館などの公共

施設、社会福祉施設、教育機関、警察の派

出所・駐在所などは従来どおり閉庁しませ

んのでご利用ください。

　特に海外に出るためのパスポートなどを

取り扱う旅券センターも閉庁の対象機関と

なっていますので、急いで申請される方は

注意してください。

テニスコ＋・PEN
　　　　　　　　　　紬がオープンしました・

　　2論）テニスボール（ピンク）が使用できます。

舗込募年騨賑　　　ま
　　　す。

暮らしと電気安全

ぬれ手で

　
H
本
も
昭
利
二
十
四
年
ご
ろ
か

ら
ア
メ
リ
カ
の
例
に
な
ら
っ
て
、

五
月
の
第
二
日
曜
日
を
付
の
日
と

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
お
母
さ
ん
た
ち
は
、

毎
H
洗
濯
や
炊
事
で
水
を
お
使
い

で
し
ょ
う
が
、
電
気
器
具
を
ご
使

電気を硬うときは
手を【ヌ（畢式し、ζから

ぐないとね。

　

　　　黛ρ

　　　6

　、1
（
0

の使用は

やめましょう

　
五
月
の
第
二
日
曜
日
は
付
の
日

で
す
。
H
頃
の
爆
親
の
苦
労
を
ね

ぎ
ら
い
、
母
の
恩
に
感
謝
す
る
H

で
す
。

　
ア
メ
リ
カ
人
の
ア
ン
ナ
・
ジ
ャ

ー
ヴ
ィ
ズ
と
い
う
少
女
が
母
の
命

日
に
ゐ
口
い
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
霊

前
に
た
む
け
、
友
達
に
わ
け
た
の

が
始
ま
り
だ
と
い
わ
れ
て
お
り
ま

ぬれ手でプラグはやめましょう

（財）東北電気保安協会

　　　　　　％騨園湿

用
に
な
る
と
き
は
、
く
れ
ぐ
れ
も

手
を
良
く
拭
い
て
か
ら
ス
イ
ッ
チ

や
プ
ラ
グ
を
扱
い
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
停
電
や
お
客
さ
ん
が
来

ら
れ
て
そ
の
場
を
離
れ
る
と
き
は

電
熱
器
や
ア
イ
ロ
ン
の
切
り
忘
れ

に
注
意
し
ま
し
よ
う
。
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ー
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寸
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あいざわめぐみさんおともだちをかきました
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5
月
2
8
日
か
ら
早
朝
ラ
ジ
オ

体
操
を
始
め
ま
す
。

み
ん
な
で
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
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▼
4
月
の
で
き
ご
と

I
H
　
新
任
教
職
員
辞
令
交
付
式

4
日
　
町
内
各
小
学
校
入
学
式

　
　
「
啓
倫
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
」

　
　
開
所
式

5
日
　
道
路
愛
護
会
・
土
地
改
良

　
　
協
議
会

　
　
中
学
校
入
賜
．
r
式

［
’
　

0
乙
』

－
1
卜

13
口

23　21　18　17
日　 H　 日　l　l

老
人
ク
ラ
ブ
会
．
長
会
議

観
光
協
会
役
員
会

社
会
福
祉
協
議
会
・
森
林

組
合
役
員
会

母
子
福
祉
協
議
会
役
員
会

農
業
共
済
嘱
託
員
会
議

リ
ゾ
ー
ト
問
題
研
修
会

松
之
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
結
成
式

24

日
　
交
通
指
導
員
打
合
せ
会

25

H
　
心
身
障
害
者
福
祉
会
役
員

　
　
会

四
日
　
農
業
委
員
会
総
会

器
日
　
農
業
共
済
損
害
評
価
委
員

　
　
会

▼
5
月
の
予
定

l
H
・
消
防
分
団
長
会
議

3
H
　
成
尺
式

　
　
浦
川
川
菜
残
露
塾
5
日
ま
で

7
日
　
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

⑳
目
　
湯
本
温
泉
ま
つ
り
（
2
1
H

　
　
ま
で
）

27
H
　
　
野
巨
回
佳
蕉
ム
バ

28

目
探
鳥
会
（
バ
ー
ド
ウ
オ
ツ

　
　
チ
ン
グ
）

罰
口
　
　
輩
戚
く
云
建
洗
似
天
各
貝
八
ム
　
（
3
1
日

　
　
ま
で
）

編
集
後
記

▼
待
ち
か
ね
て
い
た
、
五
月
の
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
が
終
わ
り
ま
し

た
が
、
皆
さ
ん
ど
ん
な
風
に
し
て

過
さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

▼
五
月
』
】
H
に
は
松
之
山
町
の
成

人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
長
い
人

生
の
中
で
こ
の
頃
が
一
番
美
し
い
、

夢
の
あ
る
時
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
を
機
会
に
も
う
｝
度
自
分
の

将
来
を
考
え
て
み
る
の
も
良
い
か

も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

▼
農
家
に
と
っ
て
は
猫
の
手
も
借

り
た
い
ほ
ど
忙
が
し
い
時
期
が
来

ま
し
た
。
ガ
ン
バ
リ
ま
し
よ
う
！

五
月
一
口
の
人
口

総
人
H
／
三
、
九
五
九
（
▲
二

　
男
／
一
、
九
四
四
（
　
五
）

　
女
／
二
、
〇
一
五
（
▲
六
）

世
帯
数
　
一
、
一
九
七
（
　
六
）

（
　
）
内
は
四
月
一
口
と
の
比
較

▲
は
減

広
報
ま
つ
の
や
ま
五
月
号

．
平
成
元
年
五
月
一
〇
日
発
行

発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
　
雪
六
－
三
；
二

編
集
／
議
会
事
務
局

広報

’つの
19896月号（Nα160）

5
月
3
日
に
松
之
山
町
．

成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
成
人
対
象
者
は
61
名

お
り
ま
す
が
、

こ
の
日
は
46
名
の
方
が

出
席
し
て
式
に
臨
み
ま
し
た
。

今
回
は
若
手
落
語
家
の

三
遊
亭
い
る
か
さ
ん
も
出
席
。

新
成
人
激
励
落
語
独
演
会
を

開
い
て
成
人
の
門
出
を

祝
い
ま
し
た
。


